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〈論　　説〉

自民党政権における派閥と役職人事

和　足　憲　明

〈要　旨〉

　自民党は「長期政権」および「自民党一強」という政治状況を築いてきた。
この点で自民党政権を分析することは、社会的・学問的に重要な課題である。
自民党政権の分析に際しては、総理・総裁や幹事長といった政権中枢、および
派閥と派閥領袖に着目する必要がある。なぜなら、自民党政権は「派閥の連合
体」であり、「誰があるいはどの派閥が権力を握るのか」、「どのようにポスト
を配分するのか」という点を分析することが重要となるからである。しかし、
これらに関する基礎データは十分に整備されていない。そこで本稿は、自民党
政権における政権中枢の構成（首相・官房長官・党幹部・主流派の派閥）と役
職人事（首相・自民党総裁・官房長官・幹事長・総務会長・政務調査会長・選
挙対策委員長・副総裁・参議院議員会長・参議院幹事長）に関するデータを整
備する。
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１．問題意識

　自由民主党（以下自民党）は、1955年の保守合同から38年間長期政権を維持
した。その後、1993年と2009年の２度の政権転落に際しても自民党は短期間で
政権に復帰し、現在「自民党一強」と呼ばれる状況にある。このように、「長
期政権」および「自民党一強」という点で、自民党政権を分析することは社会
的・学問的に重要な課題である

1）

。
　そのうえで自民党政権を分析する際には、総理・総裁や幹事長といった政権
中枢、および派閥や派閥領袖に着目することが必要である。なぜなら、自民党
政権は「派閥の連合体

2）

」であり、「誰があるいはどの派閥が権力を握るのか」、
「どのようにポストを配分するのか」という点を分析することが重要となるか
らである。実際に、自民党政権を分析した北岡伸一によれば、「自民党は他の
政党の挑戦を許さないほど強力であった。しかしその総裁が、盤石の力を持っ
ていたわけではない。党内には、いくつかの派閥が存在し、派閥のリーダーた
ちは政権をめざして競争し、機会があれば総裁に取って代わろうとしていたか
らである

3）

」。
　日本の政権党である自民党の権力の中心は「政権党幹部」にある。政権党幹
部は「政権中枢」と「派閥領袖クラス」から構成される。政権中枢とは「首
相・官房長官・党四役などの党幹部・主流派

4）

の派閥領袖」を指し、派閥領袖ク

１）中北 2017：ⅰ頁。
２）「無派閥」議員も存在するとはいえ「無派閥」議員は少数であり、「派閥に所属する」

議員が多数派である。実際に、直近の状況（2023年９月）を見ると、自民党の全国会
議員379名のうち「無派閥」議員は73名であり、割合は約20% にとどまる（『読売新聞』
2023年９月20日朝刊４面）。また、政権運営は「派閥」が基本単位となっている。たと
えば、岸田政権では政権発足以降、それぞれ第２・第３・第４派閥の領袖である麻生副
総裁、茂木幹事長、岸田首相の三人が政権運営の方向性を協議する「三頭政治」が行わ
れている（朝日新聞政治部 2023：168－169頁、『朝日新聞』2023年９月13日朝刊２面）。

３）北岡 2008：11頁。
４）自民党の安定多数体制の下では、首相指名選挙は儀式化してしまい、実質的な権力創

出は自民党総裁の選出過程において行われる。その実体は派閥間の争いである。しかも
自民党内には数個の派閥が存在しているから、派閥間の連合を形成する必要がある。な
ぜなら、一つの派閥だけで自民党内の過半数を占めることはできず、複数の派閥が連携
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ラスとは「派閥の領袖・代行・後継予定者」を指す（図１参照）。政府・党の
役職に就いていなくても、主流派の派閥領袖は強い影響力を持つ（たとえば大
平・鈴木・中曽根政権における田中角栄、菅・岸田政権における安倍晋三な
ど）。他方で非主流派の派閥領袖も、主流派に対する批判を結束して行うなど
一定の影響力を持つ（たとえば大平政権における福田派・三木派、森政権にお
ける加藤派・山崎派など）。派閥は統制力が徐々に低下しているとはいえ、自
民党総裁選挙、政権運営、役職人事において大きな影響力がある

5）

。
　以上のように、自民党政権の分析に際しては、政権中枢の構成や役職人事、
すなわち「誰があるいはどの派閥が権力を握るのか」、「どのようにポストを配
分するのか」という点を分析することが重要である。しかし、これらに関する
基礎データは整備されていない。

して初めて政権を獲得できるからである。その意味で、自民党政権は「派閥連合政権」
である。これは「勝ち組派閥による連合政権」であり、それらの派閥は「主流派」を形
成する。一方、負け組派閥は「非主流派」として主流派と距離を置いたり、主流派に対
抗したりする（井芹 1988：83－85頁）。

５）中北 2017：１章。

図１　自民党政権の階層構造

注：参議院議員の場合は、６年の任期を中間に実施される参議院選挙を境として
前半と後半に分け、当選１回の参議院議員でも任期の後半に入った時点で衆
議院当選２回相当となる（佐藤・松崎 1986：37－38頁、松浦 2023：129頁）。

出典：「新聞記事」（朝日新聞・読売新聞・毎日新聞）より筆者作成。
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　そこで本稿は自民党政権における政権中枢の構成（首相・官房長官・党幹
部・主流派の派閥）と役職人事（首相・自民党総裁・官房長官・幹事長・総務
会長・政務調査会長・選挙対策委員長・副総裁・参議院議員会長・参議院幹事
長）に関するデータを整備する。

２．先行研究の検討

　以上の問題意識から本稿にとっての先行研究は「自民党研究」であり、（１）
包括的研究、（２）派閥と政党組織、（３）自民党政権と政治改革、（４）政治
史に分類できる。これらの先行研究の類型は、さらに次のように下位類型へと
分類することができる（表１参照）。（１）包括的研究は、①自民党政権の全体
像、②長期政権、③政策決定過程に分類できる。（２）派閥と政党組織は、①
派閥、②政党組織と人事に分類できる。（３）自民党政権と政治改革は、①選
挙制度と自民党、②政治改革、③政治資金改革、④首相・官邸主導、⑤小泉政
権と第２次安倍政権に分類できる。（４）政治史は①学術的研究と②ジャーナ
リスト・実務家の記述に分類できる。
　以上の先行研究を検討すると、佐藤・松崎（1986）、北岡（2008）、東大法・
蒲島郁夫ゼミ（2000）、東大法・第７期蒲島郁夫ゼミ（2008）、奥（2022）、中
北（2017）以外には、自民党の政権中枢の構成や役職人事と派閥に関する体系
的データは存在しない。佐藤・松崎（1986）、北岡（2008）、東大法・蒲島郁夫
ゼミ（2000）、東大法・第７期蒲島郁夫ゼミ（2008）および奥（2022）は網羅
的データである一方、それぞれ「1955年から1985年まで」、「1955年から1993年
まで」、「1986年から1999年まで」、「小泉政権のみ」というように、分析期間が
限定される弱点を抱える。また、中北（2017）は確かに派閥とポスト配分を分
析する貴重な研究ではあるが、分析期間が不統一であり分析対象となるポスト
も限られている。
　そこで本稿は、上記の先行研究の問題点を踏まえて、長期的かつ網羅的な
データセットを構築していく。
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表１　先行研究の分類

自民党研究（1）
包括的研究

①自民党政権の全体像：�佐藤・松崎 1986、セイヤー 1968、カー
ティス 1987、カーティス 2001、Kohno 
1997、北岡 2008、東大法・蒲島郁夫ゼ
ミ 2000、飯尾 2007、中北 2017、中北 
2019、Hrebenar and Nakamura 2000、
Shinoda 2013。

②長期政権：�広 瀬 1981、 石 川・ 広 瀬 1989、Scheiner 2006、
カルダー 1989、斉藤 2010、樋渡・斉藤 2011、
McElwain 2008、Reed 2011。

③政策決定過程：�北岡 1985、的場 1986、Muramatsu and Krauss 
1987、猪口・岩井 1987、日本経済新聞社 
1983、木代 1985、福井 1969、キャンベル 
2014、村川 1989、村川 2000、Shinoda 2020。

自民党研究（2）
派閥と政党組織

①派閥：�ライサソン 1967、Leiserson 1968、Cox and Rosenbluth 
1993、Cox, Rosenbluth and Thies 1999、 居 安 1983、
居安 1996、井芹 1988、川人 1996a、川人 1996b、猪
口 1991、河野 1991、Kohno 1992、リード 1991、依
田 1985、金 1997、待鳥 2001、待鳥 2002、中北 2014、
田中 1981、田中 1986、渡辺 1964、渡辺 1967、渡辺 
2014、河田 1996、加藤・マーション 2008、奥 2022、
朝日新聞政治部 1968、境家・谷澤 2005、白糸 2008、
Prak 2001、Bettcher 2005。

②政党組織と人事：�野中 1995、野中 2008、野中 2013、Krauss 
and Pekkanen 2010、Krauss and Pekkanen 
2011、待鳥 2015、建林 2013、笹部 2017、砂
原 2017、松浦 2023、Ono 2012。

自民党研究（3）
自民党政権と政
治改革

①選挙制度と自民党：�建林 2004、上神 2013、濱本 2018、蒲島 
2004、カーティス 1983、Catalinac 2016、
Reed 2009、Reed and Shimizu 2009、
Nemoto 2020、Nemoto, Pekkanen and 
Krauss 2014、Pekkanen, Nyblade and 
Krauss 2014。

②政治改革：待鳥 2020、川上 2022、佐々木・21世紀臨調 2013。
③政治資金改革：�広瀬 1989、岩井 1990、白鳥 1995、佐々木・吉

田・谷口・山本 1999、濱本 2022。
④首相・官邸主導：�渡邉 2001、竹中 2006、高安 2009、待鳥 

2012、野中・青木 2016、宮城 2021、Hayao 
1993、Shinoda 2000、Shinoda 2023、
George Mulgan 2000、Krauss and Nyblade 
2005、Takenaka 2019、Mishima 2019、
Iwasaki 2023。
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自民党研究（3）
自民党政権と政
治改革

⑤小泉政権と第２次安倍政権：
竹中 2006、内山 2007、上川 2010、奥・黒澤 2022、東
大 法・ 第７期 蒲 島 郁 夫 ゼ ミ 2008、Estévez-Abe 2006、
Mishima 2007、Shinoda 2003、牧原 2016、牧原 2018、御
厨 2015、上川 2018a・b、朝日新聞取材班 2021、アジア・
パシフィック・イニシアティブ 2022、Terada 2015、Endo 
and Pekkanen 2016、George Mulgan 2018。

自民党研究（4）
政治史

①学術的研究：�升味 1985a・b、石川・山口 2021、菅原 2014、
奥 2014、奥・河野 2015、境家 2023、小宮 2010。

②ジャーナリスト・実務家の記述：
薬師寺 2014、後藤 2014a・b・c、清水 2018、芹川 2018、奥
島 2005、田村 2019、冨森 2006、後藤・内田・石川 1994a・
b、伊藤 2009a・b、星 2019、宮崎 1970、宮崎 1981。

出典：筆者作成。

３．データの内容と作成方法

　データの内容と作成方法を説明していく。
　まず、データの内容について説明する。
　（１）分析期間は「55年体制の成立から岸田政権まで」（1955 ～ 2023年）と
する。
　（２）収録項目は、①自民党の派閥の変遷、②首相

6）

・自民党総裁と所属派閥、
③主流派の派閥、④官房長官

7）

と所属派閥、⑤自民党役員（「自民党役員会」と
して総裁とともに執行部を形成する幹事長・総務会長・政務調査会長・選挙対

６）内閣総理大臣（首相）は、「憲法上、行政権を行使する内閣の首長として、国務大臣
の任免権、内閣を代表して行政各部を指揮監督する職務権限を有するなど、内閣を統率
し、行政各部を統轄調整する地位」にある（「ロッキード事件丸紅ルート最高裁判決要
旨」『毎日新聞』1995年２月23日朝刊15面）。

７）「閣議決定を要するような重要案件は必ず官房長官の了承を得なければならない。ま
た、官房長官は毎日二度定例の記者会見を開き、内閣と政府全体のスポークスマンの役
割も果たしている。そのため、官房長官は政府の決定の多くに関与しているし、たとえ
直接的に関与していなくても決定の内容は必ず報告されるから、その業務内容は膨大な
ものになる。官房長官に最も要求されるのは、政策の総合調整能力である。それには官
房長官がそのポストに就くまでに培ってきた政治経験や人脈、知識が必要とされるし、
与党議員や官僚とも緊密に連絡をとりながら動かなければならない」（信田 2013：103
頁）。
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策委員長・副総裁・参議院議員会長・参議院幹事長
8）

）と所属派閥
9）

である。自民
党役員のうち「幹事長・総務会長・政務調査会長」は「党三役」と呼ばれる重
要ポストである。選挙対策委員長は、2007年９月の福田康夫総裁時代に総裁直
属のポストとして新設され、「党三役」と同格の自民党執行部の一員となり、

「党三役」と合わせて「党四役」と呼ばれることになった
10）

。もっとも、選挙対
策委員長は2009年９月から2012年12月までの野党時代には選挙対策局長に格下
げされていた

11）

。「副総裁」は常設ではないが党の意思決定に大きな影響力を持
つ
12）

。「参議院議員会長・参議院幹事長」は自民党役員として「自民党執行部」
を構成する（参議院幹事長は1994年以降

13）

）。

８）『自由民主党党則』第25条によれば、「党の各機関の総合調整及び党の総合戦略の策定
を行い、党務の執行に関する重要事項を決定するため」役員会を置き、役員会は「総
裁・幹事長・総務会長・政務調査会長・選挙対策委員長・副総裁・参議院議員会長・参
議院幹事長」によって構成される。

９）参議院自民党の派閥については、1960年代後半まで二重構造になっていた。まず、参
議院でも衆議院の各派閥に対応する同一派閥が系列化されていた。次に、衆議院と同一
の各派閥が３つの議員集団に編成されていた。３つに編成された理由は２つある。第１
に、1956年の総裁選で３人の候補が争った事態に対応したためである。第２に、参議院
の入閣枠が３名であり人事上の対抗関係から３つの議員集団が定着した（渡辺 1967：
229頁、佐藤・松崎 1986：242頁、朝日新聞政治部 1968：68頁）。３つの議員集団とは

「清新クラブ（岸派・佐藤派）」「みずほクラブ（大野派・河野派・藤山派）」「懇話会
（池田派・三木派・石井派）」であり、この３つから１名ずつ入閣することになってい
た（渡辺 1964：192頁）。しかし、1960年代後半以降これらの議員集団は解体していき、
衆議院派閥と参議院派閥の系列関係が明確化していく（佐藤・松崎 1986：242頁、待鳥 
2001：70頁、待鳥 2002：74頁）。とはいえ、本稿の目的は55年体制の成立から現在ま
でを一貫した視点で分析することであるため、参議院議員の派閥についても衆議院の各
派閥に対応する同一派閥として一貫して捉えて、データを作成している。

10）『朝日新聞』2007年９月25日朝刊１面。
11）『朝日新聞』2009年９月30日朝刊１面、『朝日新聞』2012年12月26日朝刊１面。
12）北岡 2008。たとえば、「椎名裁定」がある。田中角栄退陣後の後継総裁選びにおい

て、椎名悦三郎副総裁が裁定にあたり、椎名副総裁は三木武夫を後継総裁に指名してい
る（北岡 2008：180－182頁、境家 2023：95頁）。

13）竹中 2010：185－186頁。「従来自民党執行部には、参議院自民党からは参議院議員会
長しか入っていなかった」（竹中 2010：185頁）。しかし、細川内閣における政治改革関
連法案の否決には「参議院自民党」が大きな役割を果たした。そのおかげで自民党執行
部に参議院自民党幹事長も加わることになった（竹中 2010：185－186頁、政策研究大学
院大学C.O.E. オーラル・政策研究プロジェクト 2004：287頁）。
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　次に、データの作成方法について説明する。
　（１）自民党の派閥の変遷については、中北（2017）の情報を「新聞記事」

（朝日新聞・読売新聞・毎日新聞のデータベース、以下同じ）に基づき加筆修
正し最新版を作成している。（２）首相、自民党総裁、官房長官、自民党役員

（幹事長・総務会長・政務調査会長・選挙対策委員長・副総裁・参議院議員会
長・参議院幹事長）については、佐藤・松崎（1986）と北岡（2008）を基盤
データとして利用しつつ、自由民主党（2006）、『政官要覧』、「新聞記事」に
よって補充している。（３）主流派の派閥や首相・自民党総裁・官房長官・自
民党役員の所属派閥については、同じく佐藤・松崎（1986）と北岡（2008）を
基盤データとして利用しつつ、『国会便覧』と「新聞記事」によって補充して
いる

14）

。

４．データの検討

　次の順番でデータを検討していく。すなわち、（１）自民党の派閥の変遷、
（２）歴代首相・自民党総裁と所属派閥、（３）主流派の派閥、（４）歴代官房
長官と所属派閥、（５）歴代自民党四役（幹事長・総務会長・政務調査会長・
選挙対策委員長）と所属派閥

15）

、（６）歴代自民党副総裁と所属派閥、（７）歴代
自民党参議院議員会長・参議院幹事長と所属派閥という順番でデータを検討し
ていく。

14）所属派閥のデータについては、「どの資料がより正確か一概にいえないのであれば、
選択の基準は分析の目的による」（境家・谷澤 2005：129頁）と指摘されている。本稿
の目的は通時的・網羅的データの整備であるため、その限りで有用と思われる『国会便
覧』と「新聞記事」に依拠している。なぜなら、これらの資料は通時的という点でも網
羅的という点でも条件を満たしているからである。

15）谷垣禎一幹事長、遠藤利明選挙対策委員長・総務会長は「無派閥」ではあるけれど
も、役職者の属性データとしての便宜のため「谷垣グループ」所属ということを併記
している。各派閥は所属議員の他派閥との掛け持ちを認めていないのに対し、「谷垣グ
ループ」は「他派閥との掛け持ちが可能である」ことから「派閥」ではない（『朝日新
聞』2022年１月20日朝刊４面、『毎日新聞』2023年６月８日朝刊５面、『朝日新聞』2023
年８月23日朝刊４面）。
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（１）自民党の派閥の変遷
　55年体制成立以降の自民党の派閥については、図２のように変遷してきた。
当初「八個師団」と呼ばれた池田勇人、佐藤栄作、石井光次郎、大野伴睦、岸
信介、河野一郎、石橋湛山、三木武夫・松村謙三を領袖とする派閥が形成され
た。1970年代には「三角大福中」（三木武夫、田中角栄、大平正芳、福田赳夫、
中曽根康弘）と呼ばれる「五大派閥」へと集約された。しかし、1990年代後半
には「五大派閥」において派閥の分裂が生じた。具体的には、渡辺派から山崎
拓グループの離脱、三塚派から亀井静香グループの離脱、宮沢派から河野洋平
グループの離脱が生じている。さらに、2000年には「加藤の乱」の結果、「加
藤派」が２つに分裂している。もっとも、派閥の合併・合流の動きも生じてい
る。具体的には、1999年に渡辺派の残留組と亀井静香グループの合併、2017年
に山東派の麻生派への合流が生じている

16）

。

（２）歴代首相・自民党総裁と派閥
　歴代首相・自民党総裁と所属派閥を検討していく（表２・表３参照）。検討
の結果、次の４つの知見を得ることができる。
　①派閥領袖クラス（派閥の領袖・代行・後継予定者）が基本的に「総理・総
裁」となっている。
　②派閥領袖クラスではない宇野宗佑・海部俊樹の「総理・総裁」就任は、

「リクルート事件
17）

」による例外的現象である。
　③小泉純一郎・安倍晋三・福田康夫の「総理・総裁」就任は、有力派閥であ

16）中北 2017：第１章。
17）リクルート事件とは、就職情報企業のリクルートが値上がり確実の未公開株の譲渡な

どの形で政官財界に資金提供した事件のことである。値上がり確実な未公開株の譲渡、
パーティ券の大量購入、巨額の政治献金によってリクルートから資金提供を受けていた
のは、竹下登首相、安倍晋太郎幹事長、宮沢喜一蔵相、中曽根前首相などであり、派閥
領袖クラスが軒並み含まれていた（星 2019：10－11頁、北岡 2008：264頁、境家 2023：
147－148頁、薬師寺 2014：25頁）。多額の資金提供を受けていた竹下登首相は1989年４
月25日退陣を表明する（星 2019：16頁、薬師寺 2014：25－26頁）。しかし、リクルート
事件の結果、安倍晋太郎、宮沢喜一などの派閥領袖クラスが後継総裁に名乗りを上げる
ことができない状況になった（薬師寺 2014：26頁、北岡 2008：265－266、269頁）。
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る森派の幹部ということが重要であると思われる。
　④菅義偉は無派閥の「総理・総裁」ではあるが、約８年間の官房長官として
の実績は派閥領袖クラスに相当すると考えられる。

（３）主流派の派閥
　主流派の派閥を検討していく（表２・表３参照）。検討の結果、次の６つの
知見を得ることができる。
　①田中内閣において「金権政治批判」から福田派と三木派が主流派から離脱
している

18）

。
　②三木内閣において「三木おろし

19）

」が起き、福田派などが非主流派に回って
いる。
　③宮沢内閣において「竹下派分裂

20）

」が起き、主流派の最大派閥であった竹下
派は主流派に留まる「小渕派」と非主流派となる「羽田派」に分かれた。
　④森内閣において「加藤の乱

21）

」が起き、主流派の組み換えが生じている。

18）田中角栄は1974年７月の参議院選挙において、「巨額の資金を使って派手にキャン
ペーンを行い、徹底した『企業ぐるみ選挙』を展開した」（境家 2023：92頁）。「大企業
に資金や運動員を提供させ、その関連企業の従業員や家族の票までフル動員したのであ
る」（境家 2023：92頁）。しかし、田中は選挙に敗北し自民党内での求心力を失う。金
権政治に批判的であった三木武夫が副総理・環境庁長官を辞職し、福田赳夫も大蔵大臣
を辞職したことにより、三木派と福田派が非主流派となった（北岡 2008：175－176頁。
境家 2023：92頁）。

19）1976年２月、ロッキード事件が表面化した。この事件はロッキード社が航空機の売り
込みのために日本政府高官（田中角栄前首相など）へ贈賄した疑惑であった。三木首相
は自民党内の根回しもなくロッキード事件の真相究明に向けて積極的に動き出した。こ
の三木首相の対応に自民党内からは批判が噴出し、三木を退陣させる党内圧力が強まっ
た。この倒閣運動を「三木おろし」と言う（北岡 2008：191－193頁、境家 2023：105－
106頁）。

20）1992年８月22日、東京佐川急便の渡辺広康前社長が金丸信（自民党副総裁・竹下派会
長）に５億件のヤミ献金をしていたことが発覚した。８月27日、金丸は記者会見におい
て５億円授受を認め、副総裁と竹下派会長の辞任を表明する。こうして、最大派閥竹下
派の後継会長をめぐる争いが始まった。羽田孜を推す小沢一郎のグループと小渕恵三を
推す反小沢のグループが対立する構図であった。小渕が後継会長に決定すると、小沢グ
ループは羽田派を結成し、竹下派は小渕派と羽田派へと分裂した（星 2019：35－37頁、
菅原 2014：108頁、北岡 2008：292頁、境家 2023：167頁）。
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　⑤小泉内閣において2003年９月の総裁選の対応をめぐって、橋本派が衆議院
と参議院との間で分裂している。また、第２次安倍政権においても2018年９月
の総裁選の対応をめぐり、竹下派が衆議院と参議院との間で分裂している。
　⑥田中角栄退陣後から中曽根内閣までは田中派による「権力の二重構造」、
竹下登退陣後から宮沢内閣までは竹下派による「権力の二重構造」、森喜朗退
陣後から現在までは「森派→町村派→細田派→安倍派」による「権力の二重構
造」となっている。

（４）歴代官房長官と所属派閥
　歴代官房長官と所属派閥を検討していく（表４参照）。検討の結果、基本的
に官房長官は総裁派閥出身であり、政権中枢における側近の役割を果たしてい
るという知見を得ることができる。

（５）歴代自民党四役（幹事長・総務会長・政務調査会長・選挙対策委員長）
と所属派閥
　歴代自民党四役（幹事長・総務会長・政務調査会長・選挙対策委員長）と所
属派閥について、幹事長、総務会長、政務調査会長、選挙対策委員長の順に検
討していく。
　第１に幹事長を検討していく（表５参照）。その結果、次の５つの知見を得
ることができる。
　①岸政権から田中政権までは総裁派閥から幹事長を出していた。
　②三木政権成立時の椎名裁定（挙党一致を図るように後継総裁を決めた椎名
悦三郎自民党副総裁による裁定

22）

において「総幹分離」（幹事長を総裁派閥とは

21）「加藤の乱」とは、2000年11月に加藤派の加藤紘一と山崎派の山崎拓が森内閣の打倒
に向けて野党提出の内閣不信任案への賛成を示唆して起こした乱のことである。加藤派
と山崎派の衆議院議員数は合計で60名を超えており、全員が賛成すれば数の上では不信
任案の可決が可能であった。しかし、野中広務幹事長ら自民党執行部は党の公認権を武
器に加藤・山崎両派の切り崩しを行った。加藤派の多くの議員は腰砕けとなり内閣不信
任案は否決され、加藤の乱は失敗した。その結果、加藤派は堀内派と加藤グループに分
裂した（境家 2023：200頁、薬師寺 2014：113頁）。

22）北岡 2008：180－182、187頁。
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別派閥から出すこと）が実施された。
　③三木政権以降は大平政権と小泉政権を除いて「総幹分離」となっている。
　④第１次大平内閣では総裁派閥から斎藤邦吉幹事長を出している。しかし総
選挙敗北後から第２次大平内閣の組閣・党役員人事までの「約40日間」、自民
党最大の派閥抗争である「40日抗争」が起きた

23）

。その後、党内融和のために
「総幹分離」が定着している。
　⑤小泉政権では総裁派閥から幹事長を出している。これは小泉の盟友である
山崎拓幹事長の女性スキャンダルが起き、安倍晋三を「総選挙の顔」にしたい
という特異な状況のためと思われる。
　第２に総務会長を検討していく（表６参照）。その結果、次の知見を得るこ
とができる。総務会長は、必ずしも主流派からではなく、非主流派を取り込む
ポストとして使われる場合がある。その場合、派閥領袖クラスを起用してい
る。
　第３に政務調査会長を検討していく（表７参照）。その結果、次の知見を得
ることができる。政務調査会長は、基本的に主流派が確保するポストである。
しかし、2001年の小泉政権以降は、総裁との個人的関係および政策通か否かと
いう観点から起用する傾向にある。
　第４に選挙対策委員長を検討していく（表８参照）。その結果、次の知見を
得ることができる。選挙対策委員長は、党内基盤を固めるために非主流派の派
閥領袖を処遇するポストである。

（６）歴代自民党副総裁と所属派閥
　歴代自民党副総裁と所属派閥を検討していく（表９参照）。検討の結果、次
の知見を得ることができる。副総裁は、党内基盤を固めるために主流派派閥

（とくに中小派閥）の派閥領袖クラスを処遇するポストである。

（７）歴代自民党参議院議員会長・参議院幹事長と所属派閥
　歴代自民党参議院議員会長・参議院幹事長と所属派閥を検討していく（表

23）升味 1985a：310－314頁。
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10・表11参照）。検討の結果、次の４つの知見を得ることができる。
　①参議院議員会長は主流派が必ず確保するポストである。参議院議員会長は
党所属の参議院議員の中から公選されることから、多数派である主流派が確保
するためである

24）

。
　②参議院幹事長は基本的に主流派が確保するポストではある。しかし、常に
というわけではない。これは参議院幹事長が参議院議員会長によって指名され
るポストであり、派閥間の勢力バランスを調整した結果であると思われる

25）

。
　③参議院議員会長と参議院幹事長の所属派閥は基本的に異なっている。派閥
間の勢力バランスを調整した結果と思われる。しかし、例外的に2001～2007年
にかけて、「橋本派（2001－2004）とその後継の津島派（2004－2007）」が両ポス
トを独占している。
　④参議院議員会長と参議院幹事長は、伝統的に「佐藤→田中→竹下（登）→
小渕→橋本→津島→竹下（亘）→茂木」系派閥が強いポストである。

24）参議院議員会長の選出は、「参議院自由民主党議員会則」において、次のように規定
されている（自由民主党 2006）。参議院自民党は「党所属の参議院議員をもって構成」

（第１条）され、「役員として、会長、幹事長、政策審議会長、国会対策委員長を置く」
（第８条１項）。重要な役員の選任は特別総会において審議決定する（第６条１項）。特
別総会は過半数の出席をもって成立し、出席者の過半数で決する（第６条２項）。その
うえで、参議院議員会長は特別総会において選出されることになっている（第８条３
項）。

25）参議院幹事長については、「参議院自由民主党議員会則」において、「幹事長、政策審
議会長、国会対策委員長は、会長の推薦により、特別総会の承認を得て決定する」（第
９条２項）と規定されている（自由民主党 2006）。
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首
相
と
内
閣

在
職
期
間

在
職
日
数

連
続
在
職
日
数

政
権
政
党

政
権
党
主
流
派

首
相
の
派
閥

石
橋
湛
山

19
56

/1
2/
23
～
19

57
/0
2/
25

65
日

65
日

自
民
党

石
橋
派
、
池
田
派
、
大
野
派
、
石
井
派
、
三
木
・
松
村
派

石
橋
派

岸
信
介
（
第

1
次
・
改
造
）

19
57

/0
7/
10
～
19

58
/0
6/
12

自
民
党

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

岸
信
介
（
第

2
次
）

19
58

/0
6/
12
～
19

59
/0
6/
18

自
民
党

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

岸
信
介
（
第

2
次
・
改
造
）

19
59

/0
6/
18
～
19

60
/0
7/
19

自
民
党

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

池
田
勇
人
（
第

1
次
）

19
60

/0
7/
19
～
19

60
/1
2/
08

14
3日

自
民
党

池
田
派
、
佐
藤
派
、
岸
派

池
田
勇
人
（
第

2
次
）

19
60

/1
2/
08
～
19

61
/0
7/
18

自
民
党

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田
勇
人
（
第

2
次
・
改
造
）

19
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/0
7/
18
～
19

62
/0
7/
18

自
民
党

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田
勇
人
（
第

2
次
・
第

2
次
改
造
）

19
62

/0
7/
18
～
19

63
/0
7/
18

自
民
党

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田
勇
人
（
第

2
次
・
第

3
次
改
造
）

19
63

/0
7/
18
～
19

63
/1
2/
09

自
民
党

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田
勇
人
（
第

3
次
）

19
63

/1
2/
09
～
19

64
/0
7/
18

自
民
党

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田
勇
人
（
第

3
次
・
改
造
）

19
64

/0
7/
18
～
19

64
/1
1/
09

自
民
党

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

佐
藤
栄
作
（
第

1
次
）

19
64

/1
1/
09
～
19

65
/0
6/
03

自
民
党

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤
栄
作
（
第

1
次
・
改
造
）

19
65

/0
6/
03
～
19

66
/0
8/
01

自
民
党

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤
栄
作
（
第

1
次
・
第

2
次
改
造
）

19
66

/0
8/
01
～
19

66
/1
2/
03

自
民
党

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤
栄
作
（
第

1
次
・
第

3
次
改
造
）

19
66

/1
2/
03
～
19

67
/0
2/
17

自
民
党

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤
栄
作
（
第

2
次
）

19
67

/0
2/
17
～
19

67
/1
1/
25

自
民
党

佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤
栄
作
（
第

2
次
・
改
造
）

19
67

/1
1/
25
～
19

68
/1
1/
30

自
民
党

佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤
栄
作
（
第

2
次
・
第

2
次
改
造
）

19
68

/1
1/
30
～
19

70
/0
1/
14

自
民
党

佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤
栄
作
（
第

3
次
）

19
70

/0
1/
14
～
19

71
/0
7/
05

自
民
党

佐
藤
派
、
前
尾
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

佐
藤
栄
作
（
第

3
次
・
改
造
）

19
71

/0
7/
05
～
19

72
/0
7/
07

自
民
党

佐
藤
派
、
前
尾
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

田
中
角
栄
（
第

1
次
）

19
72

/0
7/
07
～
19

72
/1
2/
22

16
9日

自
民
党

田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
藤
山
派
、
中
曽
根
派
、
三
木
派
、
松
村
派

田
中
角
栄
（
第

2
次
）

19
72

/1
2/
22
～
19

73
/1
1/
25

自
民
党

田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

田
中
角
栄
（
第

2
次
・
改
造
）

19
73

/1
1/
25
～
19

74
/1
1/
11

自
民
党

田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

田
中
角
栄
（
第

2
次
・
第

2
次
改
造
）

19
74

/1
1/
11
～
19

74
/1
2/
09

自
民
党

田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
4
年
7
月
福
田
派
・
三
木
派
離
）

三
木
武
夫

19
74

/1
2/
09
～
19

76
/0
9/
15

自
民
党

三
木
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
6
年
8
月
以
降
は
三
木
派
・
中
曽
根
派
の
み
）

三
木
武
夫
（
改
造
）

19
76

/0
9/
15
～
19

76
/1
2/
24

自
民
党

三
木
派
、
中
曽
根
派

福
田
赳
夫

19
76

/1
2/
24
～
19

77
/1
1/
28

自
民
党

福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

福
田
赳
夫
（
改
造
）

19
77

/1
1/
28
～
19

78
/1
2/
07

自
民
党

福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

大
平
正
芳
（
第

1
次
）

19
78

/1
2/
07
～
19

79
/1
1/
09

33
8日

自
民
党

大
平
派
、
田
中
派

大
平
正
芳
（
第

2
次
）

19
79

/1
1/
09
～
19

80
/0
6/
12

21
7日

自
民
党

大
平
派
、
田
中
派

（
臨
時
代
理
）
伊
東
正
義

19
80

/0
6/
12
～
19

80
/0
7/
17

36
日

36
日

自
民
党

大
平
派
、
田
中
派

大
平
派

鈴
木
善
幸

19
80

/0
7/
17
～
19

81
/1
1/
30

自
民
党

鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

鈴
木
善
幸
（
改
造
）

19
81

/1
1/
30
～
19

82
/1
1/
27

自
民
党

鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第

1
次
）

19
82

/1
1/
27
～
19

83
/1
2/
27

39
6日

自
民
党

中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第

2
次
）

19
83

/1
2/
27
～
19

84
/1
1/
01

自
民
党
＋
新
自
由
ク
ラ
ブ

中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第

2
次
・
改
造
）

19
84

/1
1/
01
～
19

85
/1
2/
28

自
民
党
＋
新
自
由
ク
ラ
ブ

中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第

2
次
・
第

2
次
改
造
）

19
85

/1
2/
28
～
19

86
/0
7/
22

自
民
党
＋
新
自
由
ク
ラ
ブ

中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第

3
次
）

19
86

/0
7/
22
～
19

87
/1
1/
06

47
3日

自
民
党
＋
（
新
自
由
ク
ラ
ブ
→
1
9
8
6
年
8
月
1
5
日
解
党
）

中
曽
根
派
、
田
中
派
（
→
竹
下
派
）
、
鈴
木
派
（
→
宮
沢
派
）
、
福
田
派
（
→
安
倍
派
）
、
河
本
派

竹
下
登

19
87

/1
1/
06
～
19

88
/1
2/
27

自
民
党

竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

竹
下
登
（
改
造
）

19
88

/1
2/
27
～
19

89
/0
6/
03

自
民
党

竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

宇
野
宗
佑

19
89

/0
6/
03
～
19

89
/0
8/
10

69
日

69
日

自
民
党

中
曽
根
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
河
本
派

中
曽
根
派

海
部
俊
樹
（
第

1
次
）

19
89

/0
8/
10
～
19

90
/0
2/
28

20
3日

自
民
党

河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
（
→
渡
辺
派
）

海
部
俊
樹
（
第

2
次
）

19
90

/0
2/
28
～
19

90
/1
2/
29

自
民
党

河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
渡
辺
派

海
部
俊
樹
（
第

2
次
・
改
造
）

19
90

/1
2/
29
～
19

91
/1
1/
05

自
民
党

河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
（
→
三
塚
派
）
、
渡
辺
派

宮
沢
喜
一

19
91

/1
1/
05
～
19

92
/1
2/
12

自
民
党

宮
沢
派
、
竹
下
派
（
→
小
渕
派
）
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

宮
沢
喜
一
（
改
造
）

19
92

/1
2/
12
～
19

93
/0
8/
09

自
民
党

宮
沢
派
、
小
渕
派
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

中
曽
根
派

竹
下
派

河
本
派

宮
沢
派

田
中
派

三
木
派

福
田
派

大
平
派

鈴
木
派

55
4日

86
4日

18
06
日

57
6日

81
8日

64
4日

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

47
3日

71
8日

74
7日

鳩
山
派

鳩
山
派
、
緒
方
派
、
大
野
派
、
岸
派
,、
三
木
（
武
吉
）
派
（
→
河
野
派
）

76
9日

自
民
党

12
41
日

15
75
日

27
98
日

88
6日

74
7日

岸
派

池
田
派

佐
藤
派

71
4日

39
8日

自
民
党

鳩
山
一
郎
（
第

3
次
）

19
55

/1
1/
22
～
19

56
/1
2/
23

10
97
日

33
7日

83
1日

10
63
日

90
6日

岸
信
介
（
第

1
次
）

19
57

/0
2/
25
～
19

57
/0
7/
10

71
4日

39
8日

86
4日

93
9日

57
6日

61
6日

64
4日

表
２
　
歴
代
首
相
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首
相

と
内

閣
在

職
期

間
在

職
日

数
連

続
在

職
日

数
政

権
政

党
政

権
党

主
流

派
首

相
の

派
閥

細
川

護
煕

19
93

/0
8/

09
～

19
94

/0
4/

28
26

3日
26

3日
社

会
党

＋
新

生
党

＋
公

明
党

＋
日

本
新

党
＋

民
社

党
＋

新
党

さ
き

が
け

＋
社

民
連

日
本

新
党

、
新

生
党

、
公

明
党

日
本

新
党

羽
田

孜
19

94
/0

4/
28
～

19
94

/0
6/

30
64
日

64
日

新
生

党
＋

公
明

党
＋

日
本

新
党

＋
民

社
党

 ＋
社

民
連

＋
自

由
党

新
生

党
、

公
明

党
新

生
党

村
山

富
市

19
94

/0
6/

30
～

19
95

/0
8/

08
自

民
党

＋
社

会
党

＋
新

党
さ

き
が

け
社

会
党

、
宮

沢
派

、
三

塚
派

、
小

渕
派

、
河

本
派

村
山

富
市

（
改

造
）

19
95

/0
8/

08
～

19
96

/0
1/

11
自

民
党

＋
社

会
党

＋
新

党
さ

き
が

け
社

会
党

、
宮

沢
派

、
三

塚
派

、
小

渕
派

、
河

本
派

橋
本

龍
太

郎
（
第

1
次

）
19

96
/0

1/
11
～

19
96

/1
1/

07
30

2日
自

民
党

＋
社

会
党

（
→

社
民

党
）
＋

新
党

さ
き

が
け

小
渕

派
、

旧
渡

辺
派

、
宮

沢
派

、
河

本
派

橋
本

龍
太

郎
（
第

2
次

）
19

96
/1

1/
07

～
19

97
/0

9/
11

自
民

党
＋

社
民

党
＋

新
党

さ
き

が
け

小
渕

派
、

旧
渡

辺
派

、
宮

沢
派

、
河

本
派

橋
本

龍
太

郎
（
第

2
次

・
改

造
）

19
97

/0
9/

11
～

19
98

/0
7/

30
自

民
党

＋
（
社

民
党

＋
新

党
さ

き
が

け
→

1
9
9
8
年

6
月

1
日

連
立

解
消

）
小

渕
派

、
旧

渡
辺

派
、

宮
沢

派
、

旧
河

本
派

、
三

塚
派

小
渕

恵
三

19
98

/0
7/

30
～

19
99

/0
1/

14
自

民
党

＋
自

由
党

（
1
9
9
8
年

1
1
月

1
9
日

連
立

合
意

）
小

渕
派

、
宮

沢
派

（
→

加
藤

派
）
、

旧
渡

辺
派

の
山

崎
グ

ル
ー

プ
、

旧
河

本
派

小
渕

恵
三

（
改

造
）

19
99

/0
1/

14
～

19
99

/1
0/

05
自

民
党

＋
自

由
党

小
渕

派
、

加
藤

派
、

旧
渡

辺
派

の
山

崎
グ

ル
ー

プ
、

旧
河

本
派

小
渕

恵
三

（
第

2
次

改
造

）
19

99
/1

0/
05
～

20
00

/0
4/

05
自

民
党

＋
自

由
党

（
→

保
守

党
）
＋

公
明

党
小

渕
派

、
江

藤
・
亀

井
派

、
森

派
、

河
野

グ
ル

ー
プ

、
旧

河
本

派

森
喜

朗
（
第

1
次

）
20

00
/0

4/
05
～

20
00

/0
7/

04
91
日

自
民

党
＋

公
明

党
＋

保
守

党
森

派
、

旧
小

渕
派

、
江

藤
・
亀

井
派

、
河

野
グ

ル
ー

プ

森
喜

朗
（
第

2
次

）
20

00
/0

7/
04
～

20
00

/1
2/

05
自

民
党

＋
公

明
党

＋
保

守
党

森
派

、
旧

小
渕

派
（
→

橋
本

派
）
、

江
藤

・
亀

井
派

、
河

野
グ

ル
ー

プ
、

旧
河

本
派

（
2
0
0
0
年

1
1
月

の
加

藤
の

乱
で

主
流

派
入

り
）

森
喜

朗
（
第

2
次

・
改

造
）

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
1/

06
自

民
党

＋
公

明
党

＋
保

守
党

森
派

、
橋

本
派

、
江

藤
・
亀

井
派

、
反

加
藤

グ
ル

ー
プ

、
河

野
グ

ル
ー

プ
、

旧
河

本
派

森
喜

朗
（
第

2
次

・
改

造
<
省

庁
再

編
後

>
）

20
01

/0
1/

06
～

20
01

/0
4/

26
自

民
党

＋
公

明
党

＋
保

守
党

森
派

、
橋

本
派

、
江

藤
・
亀

井
派

、
反

加
藤

グ
ル

ー
プ

（
→

堀
内

派
）
、

河
野

グ
ル

ー
プ

、
旧

河
本

派

小
泉

純
一

郎
（
第

1
次

）
20

01
/0

4/
26

～
20

02
/0

9/
30

自
民

党
＋

公
明

党
＋

保
守

党
森

派
、

江
藤

・
亀

井
派

、
山

崎
派

、
加

藤
派

、
無

派
閥

小
泉

純
一

郎
（
第

1
次

・
改

造
）

20
02

/0
9/

30
～

20
03

/0
9/

22
自

民
党

＋
公

明
党

＋
保

守
党

（
→

保
守

新
党

）
森

派
、

江
藤

・
亀

井
派

、
山

崎
派

、
加

藤
派

、
無

派
閥

小
泉

純
一

郎
（
第

1
次

・
第

2
次

改
造

）
20

03
/0

9/
22

～
20

03
/1

1/
19

自
民

党
＋

公
明

党
＋

保
守

新
党

森
派

、
山

崎
派

、
旧

加
藤

派
、

参
院

橋
本

派
、

堀
内

派
、

河
野

グ
ル

ー
プ

小
泉

純
一

郎
（
第

2
次

）
20

03
/1

1/
19

～
20

04
/0

9/
27

自
民

党
＋

公
明

党
森

派
、

山
崎

派
、

小
里

派
（
旧

加
藤

派
）
、

参
院

橋
本

派
、

堀
内

派
、

河
野

グ
ル

ー
プ

小
泉

純
一

郎
（
第

2
次

・
改

造
）

20
04

/0
9/

27
～

20
05

/0
9/

21
自

民
党

＋
公

明
党

森
派

、
山

崎
派

、
小

里
派

、
参

院
橋

本
派

、
堀

内
派

、
河

野
グ

ル
ー

プ

小
泉

純
一

郎
（
第

3
次

）
20

05
/0

9/
21

～
20

05
/1

0/
31

自
民

党
＋

公
明

党
森

派
、

山
崎

派
、

谷
垣

派
（
旧

小
里

派
）
、

参
院

橋
本

派
、

堀
内

派
、

河
野

グ
ル

ー
プ

小
泉

純
一

郎
（
第

3
次

・
改

造
）

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

26
自

民
党

＋
公

明
党

森
派

、
山

崎
派

、
谷

垣
派

、
参

院
津

島
派

、
堀

内
派

、
河

野
グ

ル
ー

プ

安
倍

晋
三

（
第

1
次

）
20

06
/0

9/
26

～
20

07
/0

8/
27

自
民

党
＋

公
明

党
森

派
、

丹
羽

・
古

賀
派

（
→

古
賀

派
）
、

伊
吹

派
、

高
村

派
、

二
階

グ
ル

ー
プ

、
無

派
閥

安
倍

晋
三

（
第

1
次

・
改

造
）

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

26
自

民
党

＋
公

明
党

森
派

、
古

賀
派

、
伊

吹
派

、
高

村
派

、
二

階
グ

ル
ー

プ
、

無
派

閥

福
田

康
夫

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
8/

02
自

民
党

＋
公

明
党

町
村

派
、

津
島

派
、

古
賀

派
、

山
崎

派
、

伊
吹

派
、

二
階

派
、

谷
垣

派
、

高
村

派

福
田

康
夫

（
改

造
）

20
08

/0
8/

02
～

20
08

/0
9/

24
自

民
党

＋
公

明
党

町
村

派
、

津
島

派
、

古
賀

派
、

山
崎

派
、

伊
吹

派
、

二
階

派
、

谷
垣

派
、

高
村

派

麻
生

太
郎

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
35

8日
35

8日
自

民
党

＋
公

明
党

麻
生

派
、

伊
吹

派
、

二
階

派
、

高
村

派
麻

生
派

鳩
山

由
紀

夫
20

09
/0

9/
16
～

20
10

/0
6/

08
26

6日
26

6日
民

主
党

＋
社

民
党

＋
国

民
新

党
鳩

山
グ

ル
ー

プ
、

小
沢

グ
ル

ー
プ

鳩
山

グ
ル

ー
プ

菅
直

人
20

10
/0

6/
08

～
20

10
/0

9/
17

民
主

党
＋

国
民

新
党

菅
グ

ル
ー

プ
、

野
田

グ
ル

ー
プ

、
前

原
グ

ル
ー

プ
、

岡
田

グ
ル

ー
プ

菅
直

人
（
改

造
）

20
10

/0
9/

17
～

20
11

/0
1/

14
民

主
党

＋
国

民
新

党
菅

グ
ル

ー
プ

、
野

田
グ

ル
ー

プ
、

前
原

グ
ル

ー
プ

、
岡

田
グ

ル
ー

プ

菅
直

人
（
第

2
次

改
造

）
20

11
/0

1/
14

～
20

11
/0

9/
02

民
主

党
＋

国
民

新
党

菅
グ

ル
ー

プ
、

野
田

グ
ル

ー
プ

、
前

原
グ

ル
ー

プ
、

岡
田

グ
ル

ー
プ

野
田

佳
彦

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/0
1/

13
民

主
党

＋
国

民
新

党
野

田
グ

ル
ー

プ
、

菅
グ

ル
ー

プ
、

前
原

グ
ル

ー
プ

、
岡

田
グ

ル
ー

プ

野
田

佳
彦

（
改

造
）

20
12

/0
1/

13
～

20
12

/0
6/

04
民

主
党

＋
国

民
新

党
野

田
グ

ル
ー

プ
、

菅
グ

ル
ー

プ
、

前
原

グ
ル

ー
プ

、
岡

田
グ

ル
ー

プ

野
田

佳
彦

（
第

2
次

改
造

）
20

12
/0

6/
04

～
20

12
/1

0/
01

民
主

党
＋

国
民

新
党

野
田

グ
ル

ー
プ

、
菅

グ
ル

ー
プ

、
前

原
グ

ル
ー

プ
、

岡
田

グ
ル

ー
プ

野
田

佳
彦

（
第

3
次

改
造

）
20

12
/1

0/
01

～
20

12
/1

2/
26

民
主

党
＋

国
民

新
党

野
田

グ
ル

ー
プ

、
菅

グ
ル

ー
プ

、
前

原
グ

ル
ー

プ
、

岡
田

グ
ル

ー
プ

安
倍

晋
三

（
第

2
次

）
20

12
/1

2/
26

～
20

14
/0

9/
03

自
民

党
＋

公
明

党
町

村
派

、
麻

生
派

、
高

村
派

（
→

大
島

派
）
、

額
賀

派
、

伊
吹

派
（
→

二
階

派
）

安
倍

晋
三

（
第

2
次

・
改

造
）

20
14

/0
9/

03
～

20
14

/1
2/

24
自

民
党

＋
公

明
党

町
村

派
、

麻
生

派
、

大
島

派
、

額
賀

派
、

二
階

派

安
倍

晋
三

（
第

3
次

）
20

14
/1

2/
24

～
20

15
/1

0/
07

自
民

党
＋

公
明

党
細

田
派

、
麻

生
派

、
大

島
派

（
→

山
東

派
）
、

額
賀

派
、

二
階

派

安
倍

晋
三

（
第

3
次

・
改

造
）

20
15

/1
0/

07
～

20
16

/0
8/

03
自

民
党

＋
公

明
党

細
田

派
、

額
賀

派
、

岸
田

派
、

麻
生

派
、

二
階

派
、

石
原

派
、

山
東

派

安
倍

晋
三

（
第

3
次

・
第

2
次

改
造

）
20

16
/0

8/
03

～
20

17
/0

8/
03

自
民

党
＋

公
明

党
細

田
派

、
額

賀
派

、
岸

田
派

、
麻

生
派

、
二

階
派

、
石

原
派

、
山

東
派

（
2
0
1
7
年

7
月

麻
生

派
に

合
流

）

安
倍

晋
三

（
第

3
次

・
第

3
次

改
造

）
20

17
/0

8/
03

～
20

17
/1

1/
01

自
民

党
＋

公
明

党
細

田
派

、
額

賀
派

、
岸

田
派

、
麻

生
派

、
二

階
派

、
石

原
派

安
倍

晋
三

（
第

4
次

）
20

17
/1

1/
01

～
20

18
/1

0/
02

自
民

党
＋

公
明

党
細

田
派

、
額

賀
派

、
岸

田
派

、
麻

生
派

、
二

階
派

、
石

原
派

安
倍

晋
三

（
第

4
次

・
改

造
）

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
自

民
党

＋
公

明
党

細
田

派
、

麻
生

派
、

岸
田

派
、

二
階

派
、

石
原

派
、

衆
院

竹
下

派

安
倍

晋
三

（
第

4
次

・
第

2
次

改
造

）
20

19
/0

9/
11

～
20

20
/0

9/
16

自
民

党
＋

公
明

党
細

田
派

、
麻

生
派

、
岸

田
派

、
二

階
派

、
石

原
派

、
衆

院
竹

下
派

菅
義

偉
20

20
/0

9/
16
～

20
21

/1
0/

04
38

4日
38

4日
自

民
党

＋
公

明
党

二
階

派
、

細
田

派
、

麻
生

派
、

竹
下

派
、

石
原

派
無

派
閥

岸
田

文
雄

（
第

1
次

）
20

21
/1

0/
04
～

20
21

/1
1/

10
38
日

自
民

党
＋

公
明

党
岸

田
派

、
細

田
派

、
麻

生
派

、
竹

下
派

岸
田

文
雄

（
第

2
次

）
  2

02
1/

11
/1

0～
20

22
/0

8/
10

自
民

党
＋

公
明

党
岸

田
派

、
安

倍
派

、
麻

生
派

、
竹

下
派

（
→

茂
木

派
）

岸
田

文
雄

（
第

2
次

・
改

造
）

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
自

民
党

＋
公

明
党

岸
田

派
、

安
倍

派
、

麻
生

派
、

茂
木

派

岸
田

文
雄

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
20

23
/0

9/
14
～

自
民

党
＋

公
明

党
岸

田
派

、
安

倍
派

、
麻

生
派

、
茂

木
派

岸
田

派

森
派

町
村

派

菅
グ

ル
ー

プ

野
田

グ
ル

ー
プ

町
村

派

小
渕

派

小
渕

派

森
派

森
派

細
田

派

社
会

党

45
2日

48
2日

－

56
1日

93
2日

61
6日

38
7日

28
22
日

－

19
80
日

36
6日

36
5日

37
1日

36
6日

36
5日

10
51

日

45
2日

48
2日

72
9日

10
44

日

67
3日

56
1日

63
1日

61
6日

29
7日

93
8日

注
：

下
線

は
自

民
党

総
裁

の
派

閥
を

示
す

。
以

下
同

様
で

あ
る

。
出

典
：

佐
藤

・
松

崎
（

19
86

）、
北

岡
（

20
08

）、
『

自
由

民
主

党
五

十
年

史
』、

『
政

官
要

覧
』、

『
国

会
便

覧
』、

「
新

聞
記

事
」

よ
り

作
成

。
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表
３
　
歴
代
自
民
党
総
裁



72
首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

在
職
期
間

在
職
日
数

自
民
党
主
流
派

総
裁
の
派
閥

細
川
護
煕

19
93

/0
8/

09
～

19
94

/0
4/

28
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

羽
田
孜

19
94

/0
4/

28
～

19
94

/0
6/

30
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

村
山
富
市

19
94

/0
6/

30
～

19
95

/0
8/

08
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

村
山
富
市
（
改
造
）

19
95

/0
8/

08
～

19
96

/0
1/

11
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
1
次
）

19
96

/0
1/

11
～

19
96

/1
1/

07
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
）

19
96

/1
1/

07
～

19
97

/0
9/

11
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

19
97

/0
9/

11
～

19
98

/0
7/

30
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
旧
河
本
派
、
三
塚
派

小
渕
恵
三

19
98

/0
7/

30
～

19
99

/0
1/

14
小
渕
派
、
宮
沢
派
（
→
加
藤
派
）
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
改
造
）

19
99

/0
1/

14
～

19
99

/1
0/

05
小
渕
派
、
加
藤
派
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
第
2
次
改
造
）

19
99

/1
0/

05
～

20
00

/0
4/

05
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
森
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
1
次
）

20
00

/0
4/

05
～

20
00

/0
7/

04
森
派
、
旧
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

森
喜
朗
（
第
2
次
）

20
00

/0
7/

04
～

20
00

/1
2/

05
森
派
、
旧
小
渕
派
（
→
橋
本
派
）
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派
（
2
0
0
0
年
1
1
月
の
加
藤
の
乱
で
主
流
派
入
り
）

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
）

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
1/

06
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
<
省
庁
再
編
後
>
）

20
01

/0
1/

06
～

20
01

/0
4/

26
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
（
→
堀
内
派
）
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
）

20
01

/0
4/

26
～

20
02

/0
9/

30
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
改
造
）

20
02

/0
9/

30
～

20
03

/0
9/

22
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
第
2
次
改
造
）

20
03

/0
9/

22
～

20
03

/1
1/

19
森
派
、
山
崎
派
、
旧
加
藤
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
）

20
03

/1
1/

19
～

20
04

/0
9/

27
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
（
旧
加
藤
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

20
04

/0
9/

27
～

20
05

/0
9/

21
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
）

20
05

/0
9/

21
～

20
05

/1
0/

31
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
（
旧
小
里
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
・
改
造
）

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

26
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
、
参
院
津
島
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

安
倍
晋
三
（
第
1
次
）

20
06

/0
9/

26
～

20
07

/0
8/

27
森
派
、
丹
羽
・
古
賀
派
（
→
古
賀
派
）
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

安
倍
晋
三
（
第
1
次
・
改
造
）

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

26
森
派
、
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

福
田
康
夫

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
8/

02
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

福
田
康
夫
（
改
造
）

20
08

/0
8/

02
～

20
08

/0
9/

24
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

麻
生
太
郎

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
麻
生
太
郎

20
08

/0
9/

22
～

20
09

/0
9/

30
37

4日
麻
生
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
高
村
派

麻
生
派

鳩
山
由
紀
夫

20
09

/0
9/

16
～

20
10

/0
6/

08
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派
、
二
階
派
（
2
0
0
9
年
1
1
月
伊
吹
派
に
合
流
）

菅
直
人

20
10

/0
6/

08
～

20
10

/0
9/

17
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
改
造
）

20
10

/0
9/

17
～

20
11

/0
1/

14
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
第
2
次
改
造
）

20
11

/0
1/

14
～

20
11

/0
9/

02
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/0
1/

13
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
改
造
）

20
12

/0
1/

13
～

20
12

/0
6/

04
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
2
次
改
造
）

20
12

/0
6/

04
～

20
12

/1
0/

01
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
3
次
改
造
）

20
12

/1
0/

01
～

20
12

/1
2/

26
町
村
派
、
麻
生
派
、
高
村
派
（
→
大
島
派
）
、
額
賀
派
、
伊
吹
派

安
倍
晋
三
（
第
2
次
）

20
12

/1
2/

26
～

20
14

/0
9/

03
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
伊
吹
派
（
→
二
階
派
）

安
倍
晋
三
（
第
2
次
・
改
造
）

20
14

/0
9/

03
～

20
14

/1
2/

24
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
）

20
14

/1
2/

24
～

20
15

/1
0/

07
細
田
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
（
→
山
東
派
）
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
改
造
）

20
15

/1
0/

07
～

20
16

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
2
次
改
造
）

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派
（
2
0
1
7
年
7
月
麻
生
派
に
合
流
）

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
3
次
改
造
）

20
17

/0
8/

03
～

20
17

/1
1/

01
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
）

20
17

/1
1/

01
～

20
18

/1
0/

02
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
改
造
）

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
第
2
次
改
造
）

20
19

/0
9/

11
～

20
20

/0
9/

16
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

菅
義
偉

20
20

/0
9/

16
～

20
21

/1
0/

04
菅
義
偉

20
20

/0
9/

14
～

20
21

/0
9/

30
38

2日
二
階
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
、
石
原
派

無
派
閥

岸
田
文
雄
（
第
1
次
）

20
21

/1
0/

04
～

20
21

/1
1/

10
岸
田
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
）

20
21

/1
1/

10
～

20
22

/0
8/

10
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
（
→
茂
木
派
）

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
改
造
）

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

20
23

/0
9/

14
～

岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

38
5日

19
86
日

10
96
日

小
泉
純
一
郎

20
01

/0
4/

24
～

20
06

/0
9/

30

福
田
康
夫

20
00

/0
4/

05
～

20
01

/0
4/

24

小
渕
派

宮
沢
派

小
渕
派

19
98

/0
7/

24
～

20
00

/0
4/

05
小
渕
恵
三

79
3日

10
28
日

62
2日

河
野
洋
平

19
93

/0
7/

30
～

19
95

/0
9/

30

橋
本
龍
太
郎

19
95

/1
0/

01
～

19
98

/0
7/

24

 2
02

1/
10

/0
1～

町
村
派

森
派

森
派

森
喜
朗

森
派

20
06

/1
0/

01
～

20
07

/0
9/

23
35

8日

36
6日

岸
田
文
雄

古
賀
派

町
村
派
→
細
田
派

安
倍
晋
三

20
12

/1
0/

01
～

20
20

/0
9/

14

20
07

/0
9/

23
～

20
08

/0
9/

22

谷
垣
禎
一

20
09

/1
0/

01
～

20
12

/0
9/

30

－

29
06
日

安
倍
晋
三

岸
田
派

出
典

：
表

２
と

同
じ

。
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表
４
　
歴
代
官
房
長
官



74

出
典

：
表

２
と

同
じ

。

首
相

と
内

閣
在

職
期

間
官

房
長

官
在

職
期

間
在

職
日

数
政

権
政

党
政

権
党

主
流

派
官

房
長

官
の

派
閥

細
川

護
煕

19
93

/0
8/

09
～

19
94

/0
4/

28
武

村
　

正
義

19
93

/0
8/

09
～

19
94

/0
4/

28
26

3日
社

会
党

＋
新

生
党

＋
公

明
党

＋
日

本
新

党
＋

民
社

党
＋

新
党

さ
き

が
け

＋
社

民
連

日
本

新
党

、
新

生
党

、
公

明
党

新
党

さ
き

が
け

羽
田

孜
19

94
/0

4/
28
～

19
94

/0
6/

30
熊

谷
　

弘
19

94
/0

4/
28
～

19
94

/0
6/

30
64
日

新
生

党
＋

公
明

党
＋

日
本

新
党

＋
民

社
党

 ＋
社

民
連

＋
自

由
党

新
生

党
、

公
明

党
新

生
党

村
山

富
市

19
94

/0
6/

30
～

19
95

/0
8/

08
五

十
嵐

　
広

三
19

94
/0

6/
30
～

19
95

/0
8/

08
40

5日
自

民
党

＋
社

会
党

＋
新

党
さ

き
が

け
社

会
党

、
宮

沢
派

、
三

塚
派

、
小

渕
派

、
河

本
派

社
会

党

村
山

富
市

（
改

造
）

19
95

/0
8/

08
～

19
96

/0
1/

11
野

坂
　

浩
賢

19
95

/0
8/

08
～

19
96

/0
1/

11
15

7日
自

民
党

＋
社

会
党

＋
新

党
さ

き
が

け
社

会
党

、
宮

沢
派

、
三

塚
派

、
小

渕
派

、
河

本
派

社
会

党

橋
本

龍
太

郎
（
第

1
次

）
19

96
/0

1/
11
～

19
96

/1
1/

07
自

民
党

＋
社

会
党

（
→

社
民

党
）
＋

新
党

さ
き

が
け

小
渕

派
、

旧
渡

辺
派

、
宮

沢
派

、
河

本
派

橋
本

龍
太

郎
（
第

2
次

）
19

96
/1

1/
07

～
19

97
/0

9/
11

自
民

党
＋

社
民

党
＋

新
党

さ
き

が
け

小
渕

派
、

旧
渡

辺
派

、
宮

沢
派

、
河

本
派

橋
本

龍
太

郎
（
第

2
次

・
改

造
）

19
97

/0
9/

11
～

19
98

/0
7/

30
村

岡
　

兼
造

19
97

/0
9/

11
～

19
98

/0
7/

30
32

3日
自

民
党

＋
（
社

民
党

＋
新

党
さ

き
が

け
→

1
9
9
8
年

6
月

1
日

連
立

解
消

）
小

渕
派

、
旧

渡
辺

派
、

宮
沢

派
、

旧
河

本
派

、
三

塚
派

小
渕

派

小
渕

恵
三

19
98

/0
7/

30
～

19
99

/0
1/

14
自

民
党

＋
自

由
党

（
1
9
9
8
年

1
1
月

1
9
日

連
立

合
意

）
小

渕
派

、
宮

沢
派

（
→

加
藤

派
）
、

旧
渡

辺
派

の
山

崎
グ

ル
ー

プ
、

旧
河

本
派

小
渕

恵
三

（
改

造
）

19
99

/0
1/

14
～

19
99

/1
0/

05
自

民
党

＋
自

由
党

小
渕

派
、

加
藤

派
、

旧
渡

辺
派

の
山

崎
グ

ル
ー

プ
、

旧
河

本
派

小
渕

恵
三

（
第

2
次

改
造

）
19

99
/1

0/
05
～

20
00

/0
4/

05
自

民
党

＋
自

由
党

（
→

保
守

党
）
＋

公
明

党
小

渕
派

、
江

藤
・
亀

井
派

、
森

派
、

河
野

グ
ル

ー
プ

、
旧

河
本

派

森
喜

朗
（
第

1
次

）
20

00
/0

4/
05
～

20
00

/0
7/

04
自

民
党

＋
公

明
党

＋
保

守
党

森
派

、
旧

小
渕

派
、

江
藤

・
亀

井
派

、
河

野
グ

ル
ー

プ

中
川

　
秀

直
20

00
/0

7/
04
～

20
00

/1
0/

27
11

6日
森

派

森
喜

朗
（
第

2
次

・
改

造
）

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
1/

06
自

民
党

＋
公

明
党

＋
保

守
党

森
派

、
橋

本
派

、
江

藤
・
亀

井
派

、
反

加
藤

グ
ル

ー
プ

、
河

野
グ

ル
ー

プ
、

旧
河

本
派

森
喜

朗
（
第

2
次

・
改

造
<
省

庁
再

編
後

>
）

20
01

/0
1/

06
～

20
01

/0
4/

26
自

民
党

＋
公

明
党

＋
保

守
党

森
派

、
橋

本
派

、
江

藤
・
亀

井
派

、
反

加
藤

グ
ル

ー
プ

（
→

堀
内

派
）
、

河
野

グ
ル

ー
プ

、
旧

河
本

派

小
泉

純
一

郎
（
第

1
次

）
20

01
/0

4/
26

～
20

02
/0

9/
30

自
民

党
＋

公
明

党
＋

保
守

党
森

派
、

江
藤

・
亀

井
派

、
山

崎
派

、
加

藤
派

、
無

派
閥

小
泉

純
一

郎
（
第

1
次

・
改

造
）

20
02

/0
9/

30
～

20
03

/0
9/

22
自

民
党

＋
公

明
党

＋
保

守
党

（
→

保
守

新
党

）
森

派
、

江
藤

・
亀

井
派

、
山

崎
派

、
加

藤
派

、
無

派
閥

小
泉

純
一

郎
（
第

1
次

・
第

2
次

改
造

）
20

03
/0

9/
22

～
20

03
/1

1/
19

自
民

党
＋

公
明

党
＋

保
守

新
党

森
派

、
山

崎
派

、
旧

加
藤

派
、

参
院

橋
本

派
、

堀
内

派
、

河
野

グ
ル

ー
プ

自
民

党
＋

公
明

党
森

派
、

山
崎

派
、

小
里

派
（
旧

加
藤

派
）
、

参
院

橋
本

派
、

堀
内

派
、

河
野

グ
ル

ー
プ

自
民

党
＋

公
明

党
森

派
、

山
崎

派
、

小
里

派
（
旧

加
藤

派
）
、

参
院

橋
本

派
、

堀
内

派
、

河
野

グ
ル

ー
プ

小
泉

純
一

郎
（
第

2
次

・
改

造
）

20
04

/0
9/

27
～

20
05

/0
9/

21
自

民
党

＋
公

明
党

森
派

、
山

崎
派

、
小

里
派

、
参

院
橋

本
派

、
堀

内
派

、
河

野
グ

ル
ー

プ

小
泉

純
一

郎
（
第

3
次

）
20

05
/0

9/
21

～
20

05
/1

0/
31

自
民

党
＋

公
明

党
森

派
、

山
崎

派
、

谷
垣

派
（
旧

小
里

派
）
、

参
院

橋
本

派
、

堀
内

派
、

河
野

グ
ル

ー
プ

小
泉

純
一

郎
（
第

3
次

・
改

造
）

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

26
安

倍
　

晋
三

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

26
33

1日
自

民
党

＋
公

明
党

森
派

、
山

崎
派

、
谷

垣
派

、
参

院
津

島
派

、
堀

内
派

、
河

野
グ

ル
ー

プ
森

派

安
倍

晋
三

（
第

1
次

）
20

06
/0

9/
26

～
20

07
/0

8/
27

塩
崎

　
恭

久
20

06
/0

9/
26
～

20
07

/0
8/

27
33

6日
自

民
党

＋
公

明
党

森
派

、
丹

羽
・
古

賀
派

（
→

古
賀

派
）
、

伊
吹

派
、

高
村

派
、

二
階

グ
ル

ー
プ

、
無

派
閥

丹
羽

・
古

賀
派

（
→

古
賀

派
）

安
倍

晋
三

（
第

1
次

・
改

造
）

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

26
与

謝
野

　
馨

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

26
31
日

自
民

党
＋

公
明

党
森

派
、

古
賀

派
、

伊
吹

派
、

高
村

派
、

二
階

グ
ル

ー
プ

、
無

派
閥

無
派

閥

福
田

康
夫

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
8/

02
自

民
党

＋
公

明
党

町
村

派
、

津
島

派
、

古
賀

派
、

山
崎

派
、

伊
吹

派
、

二
階

派
、

谷
垣

派
、

高
村

派

福
田

康
夫

（
改

造
）

20
08

/0
8/

02
～

20
08

/0
9/

24
自

民
党

＋
公

明
党

町
村

派
、

津
島

派
、

古
賀

派
、

山
崎

派
、

伊
吹

派
、

二
階

派
、

谷
垣

派
、

高
村

派

麻
生

太
郎

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
河

村
　

建
夫

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
35

8日
自

民
党

＋
公

明
党

麻
生

派
、

伊
吹

派
、

二
階

派
、

高
村

派
伊

吹
派

鳩
山

由
紀

夫
20

09
/0

9/
16
～

20
10

/0
6/

08
平

野
　

博
文

20
09

/0
9/

16
～

20
10

/0
6/

08
26

6日
民

主
党

＋
社

民
党

＋
国

民
新

党
鳩

山
グ

ル
ー

プ
、

小
沢

グ
ル

ー
プ

無
派

閥

菅
直

人
20

10
/0

6/
08

～
20

10
/0

9/
17

菅
グ

ル
ー

プ
、

野
田

グ
ル

ー
プ

、
前

原
グ

ル
ー

プ
、

岡
田

グ
ル

ー
プ

菅
直

人
（
改

造
）

20
10

/0
9/

17
～

20
11

/0
1/

14
菅

グ
ル

ー
プ

、
野

田
グ

ル
ー

プ
、

前
原

グ
ル

ー
プ

、
岡

田
グ

ル
ー

プ

菅
直

人
（
第

2
次

改
造

）
20

11
/0

1/
14

～
20

11
/0

9/
02

枝
野

　
幸

男
20

11
/0

1/
14

～
20

11
/0

9/
02

23
2日

民
主

党
＋

国
民

新
党

菅
グ

ル
ー

プ
、

野
田

グ
ル

ー
プ

、
前

原
グ

ル
ー

プ
、

岡
田

グ
ル

ー
プ

前
原

グ
ル

ー
プ

野
田

佳
彦

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/0
1/

13
野

田
グ

ル
ー

プ
、

菅
グ

ル
ー

プ
、

前
原

グ
ル

ー
プ

、
岡

田
グ

ル
ー

プ

野
田

佳
彦

（
改

造
）

20
12

/0
1/

13
～

20
12

/0
6/

04
野

田
グ

ル
ー

プ
、

菅
グ

ル
ー

プ
、

前
原

グ
ル

ー
プ

、
岡

田
グ

ル
ー

プ

野
田

佳
彦

（
第

2
次

改
造

）
20

12
/0

6/
04

～
20

12
/1

0/
01

野
田

グ
ル

ー
プ

、
菅

グ
ル

ー
プ

、
前

原
グ

ル
ー

プ
、

岡
田

グ
ル

ー
プ

野
田

佳
彦

（
第

3
次

改
造

）
20

12
/1

0/
01

～
20

12
/1

2/
26

野
田

グ
ル

ー
プ

、
菅

グ
ル

ー
プ

、
前

原
グ

ル
ー

プ
、

岡
田

グ
ル

ー
プ

安
倍

晋
三

（
第

2
次

）
20

12
/1

2/
26

～
20

14
/0

9/
03

町
村

派
、

麻
生

派
、

高
村

派
（
→

大
島

派
）
、

額
賀

派
、

伊
吹

派
（
→

二
階

派
）

安
倍

晋
三

（
第

2
次

・
改

造
）

20
14

/0
9/

03
～

20
14

/1
2/

24
町

村
派

、
麻

生
派

、
大

島
派

、
額

賀
派

、
二

階
派

安
倍

晋
三

（
第

3
次

）
20

14
/1

2/
24

～
20

15
/1

0/
07

細
田

派
、

麻
生

派
、

大
島

派
（
→

山
東

派
）
、

額
賀

派
、

二
階

派

安
倍

晋
三

（
第

3
次

・
改

造
）

20
15

/1
0/

07
～

20
16

/0
8/

03
細

田
派

、
額

賀
派

、
岸

田
派

、
麻

生
派

、
二

階
派

、
石

原
派

、
山

東
派

安
倍

晋
三

（
第

3
次

・
第

2
次

改
造

）
20

16
/0

8/
03

～
20

17
/0

8/
03

細
田

派
、

額
賀

派
、

岸
田

派
、

麻
生

派
、

二
階

派
、

石
原

派
、

山
東

派
（
2
0
1
7
年

7
月

麻
生

派
に

合
流

）

安
倍

晋
三

（
第

3
次

・
第

3
次

改
造

）
20

17
/0

8/
03

～
20

17
/1

1/
01

細
田

派
、

額
賀

派
、

岸
田

派
、

麻
生

派
、

二
階

派
、

石
原

派

安
倍

晋
三

（
第

4
次

）
20

17
/1

1/
01

～
20

18
/1

0/
02

細
田

派
、

額
賀

派
、

岸
田

派
、

麻
生

派
、

二
階

派
、

石
原

派

安
倍

晋
三

（
第

4
次

・
改

造
）

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
細

田
派

、
麻

生
派

、
岸

田
派

、
二

階
派

、
石

原
派

、
衆

院
竹

下
派

安
倍

晋
三

（
第

4
次

・
第

2
次

改
造

）
20

19
/0

9/
11

～
20

20
/0

9/
16

細
田

派
、

麻
生

派
、

岸
田

派
、

二
階

派
、

石
原

派
、

衆
院

竹
下

派

菅
義

偉
20

20
/0

9/
16
～

20
21

/1
0/

04
加

藤
　

勝
信

20
20

/0
9/

16
～

20
21

/1
0/

04
38

4日
自

民
党

＋
公

明
党

二
階

派
、

細
田

派
、

麻
生

派
、

竹
下

派
、

石
原

派
竹

下
派

岸
田

文
雄

（
第

1
次

）
20

21
/1

0/
04
～

20
21

/1
1/

10
岸

田
派

、
細

田
派

、
麻

生
派

、
竹

下
派

岸
田

文
雄

（
第

2
次

）
  2

02
1/

11
/1

0～
20

22
/0

8/
10

岸
田

派
、

安
倍

派
、

麻
生

派
、

竹
下

派
（
→

茂
木

派
）

岸
田

文
雄

（
第

2
次

・
改

造
）

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
岸

田
派

、
安

倍
派

、
麻

生
派

、
茂

木
派

岸
田

文
雄

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
20

23
/0

9/
14
～

岸
田

派
、

安
倍

派
、

麻
生

派
、

茂
木

派

無
派

閥

細
田

派
→

安
倍

派

36
5日

町
村

　
信

孝

前
原

グ
ル

ー
プ

野
田

グ
ル

ー
プ

梶
山

　
静

六
61

0日

22
1日

48
2日

仙
谷

　
由

人

19
96

/0
1/

11
～

19
97

/0
9/

11

自
民

党
＋

公
明

党

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
9/

24

20
04

/0
5/

07
～

20
05

/1
0/

31
54

3日

森
喜

朗
（
第

2
次

）
20

00
/0

7/
04
～

20
00

/1
2/

05
自

民
党

＋
公

明
党

＋
保

守
党

小
泉

純
一

郎
（
第

2
次

）
20

03
/1

1/
19

～
20

04
/0

9/
27

野
中

　
広

務

青
木

　
幹

雄

細
田

　
博

之

小
渕

派

小
渕

派

小
渕

派
→

旧
小

渕
派

19
98

/0
7/

30
～

19
99

/1
0/

05

19
99

/1
0/

05
～

20
00

/0
7/

04

43
3日

27
4日

森
派

福
田

　
康

夫
20

00
/1

0/
27
～

20
04

/0
5/

07
12

89
日

森
派

、
旧

小
渕

派
（
→

橋
本

派
）
、

江
藤

・
亀

井
派

、
河

野
グ

ル
ー

プ
、

旧
河

本
派

（
2
0
0
0
年

1
1
月

の
加

藤
の

乱
で

主
流

派
入

り
）

町
村

派

森
派

松
野

　
博

一
20

21
/1

0/
04
～

―

自
民

党
＋

公
明

党

藤
村

　
修

20
10

/0
6/

08
～

20
11

/0
1/

14
民

主
党

＋
国

民
新

党

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/1
2/

26
民

主
党

＋
国

民
新

党

28
22
日

菅
　

義
偉

20
12

/1
2/

26
～

20
20

/0
9/

16
自

民
党

＋
公

明
党
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表
５
　
歴
代
自
民
党
幹
事
長

表
5
歴
代
自
民
党
幹
事
長

 

 

首
相

と
内

閣
在

職
期

間
自

民
党

総
裁

総
裁

派
閥

自
民

党
主

流
派

幹
事

長
在

職
期

間
在

職
日

数
幹

事
長

の
派

閥

石
橋

湛
山

19
56

/1
2/

23
～

19
57

/0
2/

25
石
橋
湛
山

石
橋
派

石
橋
派
、
池
田
派
、
大
野
派
、
石
井
派
、
三
木
・
松
村
派

川
島

　
正

次
郎

19
57

/0
7/

10
～

19
59

/0
1/

10
55

0日
岸
派

岸
信

介
（
第

1
次

・
改

造
）

19
57

/0
7/

10
～

19
58

/0
6/

12
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

福
田

　
赳

夫
19

59
/0

1/
10
～

19
59

/0
6/

16
15

8日
岸
派

岸
信

介
（
第

2
次

）
19

58
/0

6/
12

～
19

59
/0

6/
18

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

岸
信

介
（
第

2
次

・
改

造
）

19
59

/0
6/

18
～

19
60

/0
7/

19
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

池
田

勇
人

（
第

1
次

）
19

60
/0

7/
19

～
19

60
/1

2/
08

池
田
派
、
佐
藤
派
、
岸
派

益
谷

　
秀

次
19

60
/0

7/
18
～

19
61

/0
7/

18
36

6日
池
田
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

）
19

60
/1

2/
08

～
19

61
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
改

造
）

19
61

/0
7/

18
～

19
62

/0
7/

18
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

62
/0

7/
18

～
19

63
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

3
次

改
造

）
19

63
/0

7/
18

～
19

63
/1

2/
09

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

3
次

）
19

63
/1

2/
09

～
19

64
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

3
次

・
改

造
）

19
64

/0
7/

18
～

19
64

/1
1/

09
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

）
19

64
/1

1/
09
～

19
65

/0
6/

03
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
改

造
）

19
65

/0
6/

03
～

19
66

/0
8/

01
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

2
次

改
造

）
19

66
/0

8/
01

～
19

66
/1

2/
03

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

3
次

改
造

）
19

66
/1

2/
03

～
19

67
/0

2/
17

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

）
19

67
/0

2/
17
～

19
67

/1
1/

25
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
改

造
）

19
67

/1
1/

25
～

19
68

/1
1/

30
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

68
/1

1/
30

～
19

70
/0

1/
14

佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

3
次

）
19

70
/0

1/
14
～

19
71

/0
7/

05
佐
藤
派
、
前
尾
派
(→

大
平
派
）
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

3
次

・
改

造
）

19
71

/0
7/

05
～

19
72

/0
7/

07
佐
藤
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

保
利

　
茂

19
71

/0
7/

05
～

19
72

/0
7/

06
36

8日
佐
藤
派

田
中

角
栄

（
第

1
次

）
19

72
/0

7/
07
～

19
72

/1
2/

22
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
藤
山
派
、
中
曽
根
派
、
三
木
派
、
松
村
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

）
19

72
/1

2/
22
～

19
73

/1
1/

25
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

・
改

造
）

19
73

/1
1/

25
～

19
74

/1
1/

11
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

74
/1

1/
11
～

19
74

/1
2/

09
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
4
年
7
月
福
田
派
・
三
木
派
離
脱
）

二
階

堂
　
進

19
74

/1
1/

11
～

19
74

/1
2/

09
29
日

田
中
派

三
木

武
夫

19
74

/1
2/

09
～

19
76

/0
9/

15
三
木
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
6
年
8
月
以
降
は
三
木
派
・
中
曽
根
派
の
み
）

中
曽

根
　
康

弘
19

74
/1

2/
09
～

19
76

/0
9/

15
64

7日
中
曽
根
派

三
木

武
夫

（
改

造
）

19
76

/0
9/

15
～

19
76

/1
2/

24
三
木
派
、
中
曽
根
派

内
田

　
常

雄
19

76
/0

9/
15

～
19

76
/1

2/
23

10
0日

大
平
派

福
田

赳
夫

19
76

/1
2/

24
～

19
77

/1
1/

28
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

福
田

赳
夫

（
改

造
）

19
77

/1
1/

28
～

19
78

/1
2/

07
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

大
平

正
芳

（
第

1
次

）
19

78
/1

2/
07
～

19
79

/1
1/

09
大
平
派
、
田
中
派

齋
藤

　
邦

吉
19

78
/1

2/
07
～

19
79

/1
1/

16
34

5日
大
平
派

大
平

正
芳

（
第

2
次

）
19

79
/1

1/
09
～

19
80

/0
6/

12
大
平
派
、
田
中
派

（
臨

時
代

理
）
伊

東
正

義
19

80
/0

6/
12
～

19
80

/0
7/

17
（
代
行
）
西
村
英
一

田
中
派

大
平
派
、
田
中
派

鈴
木

善
幸

19
80

/0
7/

17
～

19
81

/1
1/

30
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

鈴
木

善
幸

（
改

造
）

19
81

/1
1/

30
～

19
82

/1
1/

27
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

1
次

）
19

82
/1

1/
27
～

19
83

/1
2/

27
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

2
次

）
19

83
/1

2/
27
～

19
84

/1
1/

01
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

田
中

　
六

助
19

83
/1

2/
26
～

19
84

/1
0/

31
31

1日
鈴
木
派

中
曽

根
康

弘
（
第

2
次

・
改

造
）

19
84

/1
1/

01
～

19
85

/1
2/

28
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

85
/1

2/
28
～

19
86

/0
7/

22
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

3
次

）
19

86
/0

7/
22
～

19
87

/1
1/

06
中
曽
根
派
、
田
中
派
（
→
竹
下
派
）
、
鈴
木
派
（
→
宮
沢
派
）
、
福
田
派
（
→
安
倍
派
）
、
河
本
派

竹
下

　
登

19
86

/0
7/

22
～

19
87

/1
0/

31
46

7日
田
中
派

竹
下

登
19

87
/1

1/
06
～

19
88

/1
2/

27
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

竹
下

登
（
改

造
）

19
88

/1
2/

27
～

19
89

/0
6/

03
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

宇
野

宗
佑

19
89

/0
6/

03
～

19
89

/0
8/

10
宇
野
宗
佑

中
曽
根
派

中
曽
根
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
河
本
派

橋
本

　
龍

太
郎

19
89

/0
6/

02
～

19
89

/0
8/

09
69

日
竹
下
派

海
部

俊
樹

（
第

1
次

）
19

89
/0

8/
10
～

19
90

/0
2/

28
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
（
→
渡
辺
派
）

海
部

俊
樹

（
第

2
次

）
19

90
/0

2/
28
～

19
90

/1
2/

29
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
渡
辺
派

小
渕

　
恵

三
19

91
/0

4/
08
～

19
91

/1
0/

31
20

7日
竹
下
派

宮
沢

喜
一

19
91

/1
1/

05
～

19
92

/1
2/

12
宮
沢
派
、
竹
下
派
（
→
小
渕
派
）
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

綿
貫

　
民

輔
19

91
/1

0/
31
～

19
92

/1
2/

11
40

8日
竹
下
派
→
小
渕
派

宮
沢

喜
一

（
改

造
）

19
92

/1
2/

12
～

19
93

/0
8/

09
宮
沢
派
、
小
渕
派
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

梶
山

　
静

六
19

92
/1

2/
11
～

19
93

/0
8/

02
23

5日
小
渕
派

鳩
山

一
郎

（
第

3
次

）
19

55
/1

1/
22
～

19
56

/1
2/

23

田
中

　
角

栄
19

65
/0

6/
02
～

19
66

/1
2/

03

19
59

/0
6/

16
～

19
60

/0
7/

18

前
尾

　
繁

三
郎

鳩
山
派
、
緒
方
派
、
大
野
派
、
岸
派
,、
三
木
（
武
吉
）
派
（
→
河
野
派
）

岸
信

介
（
第

1
次

）
19

57
/0

2/
25

～
19

57
/0

7/
10

岸
信
介

鳩
山
一
郎

鳩
山
派

大
平
正
芳

大
平
派

櫻
内

　
義

雄
19

79
/1

1/
16
～

19
81

/1
1/

30

福
田
赳
夫

福
田
派

岸
派

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

池
田
勇
人

池
田
派

川
島

　
正

次
郎

田
中

　
角

栄
19

68
/1

2/
01
～

19
71

/0
7/

05

佐
藤
栄
作

佐
藤
派

橋
本

　
登

美
三

郎
19

72
/0

7/
06
～

19
74

/1
1/

11
田
中
角
栄

田
中
派

三
木
武
夫

三
木
派

大
平

　
正

芳

19
61

/0
7/

18
～

19
64

/0
7/

16

竹
下
登

竹
下
派

福
田

　
赳

夫
19

66
/1

2/
03
～

19
68

/1
2/

01

海
部

俊
樹

（
第

2
次

・
改

造
）

19
90

/1
2/

29
～

19
91

/1
1/

05
河
本
派

二
階

堂
　
進

金
丸

　
信

鈴
木
善
幸

鈴
木
派

中
曽
根
康
弘

中
曽
根
派

安
倍

　
晋

太
郎

三
木
派

19
76

/1
2/

23
～

19
78

/1
2/

07
71

5日
大
平
派

安
倍
派

田
中
派

田
中
派

竹
下
派

19
89

/0
8/

09
～

19
91

/0
4/

08

32
2日

19
81

/1
1/

30
～

19
83

/1
2/

26

19
84

/1
0/

31
～

19
86

/0
7/

22

73
0日

福
田
派

19
87

/1
0/

31
～

19
89

/0
6/

02
58

1日

75
7日

63
0日

55
0日

佐
藤
派

74
6日

中
曽
根
派

60
8日

海
部
俊
樹

宮
沢
喜
一

宮
沢
派

39
9日

岸
派

岸
　
信

介
19

55
/1

1/
15
～

19
56

/1
2/

21
40

3日
岸
派

三
木

　
武

夫
19

56
/1

2/
21
～

19
57

/0
7/

10
20

2日
三
木
・
松
村
派

10
95
日

池
田
派

三
木

　
武

夫
19

64
/0

7/
16
～

19
65

/0
6/

02

94
7日

佐
藤
派

85
9日

田
中
派

小
沢

　
一

郎

河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
（
→
三
塚
派
）
、
渡
辺
派
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出
典

：
表

２
と

同
じ

。
 

出
典
：
表

2
と
同
じ
。

 

首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

総
裁
派
閥

自
民
党
主
流
派

幹
事
長

在
職
期
間

在
職
日
数

幹
事
長
の
派
閥

細
川
護
煕

19
93

/0
8/

09
～

19
94

/0
4/

28
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

羽
田
孜

19
94

/0
4/

28
～

19
94

/0
6/

30
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

村
山
富
市

19
94

/0
6/

30
～

19
95

/0
8/

08
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

三
塚
　
博

19
95

/0
8/

08
～

19
95

/0
9/

25
49
日

三
塚
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
1
次
）

19
96

/0
1/

11
～

19
96

/1
1/

07
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
）

19
96

/1
1/

07
～

19
97

/0
9/

11
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

19
97

/0
9/

11
～

19
98

/0
7/

30
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
旧
河
本
派
、
三
塚
派

小
渕
恵
三

19
98

/0
7/

30
～

19
99

/0
1/

14
小
渕
派
、
宮
沢
派
（
→
加
藤
派
）
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
改
造
）

19
99

/0
1/

14
～

19
99

/1
0/

05
小
渕
派
、
加
藤
派
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
第
2
次
改
造
）

19
99

/1
0/

05
～

20
00

/0
4/

05
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
森
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
1
次
）

20
00

/0
4/

05
～

20
00

/0
7/

04
森
派
、
旧
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

森
喜
朗
（
第
2
次
）

20
00

/0
7/

04
～

20
00

/1
2/

05
森
派
、
旧
小
渕
派
（
→
橋
本
派
）
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派
（
2
0
0
0
年
1
1
月
の
加
藤
の
乱
で
主
流
派
入
り
）

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
）

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
1/

06
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
<
省
庁
再
編
後
>
）

20
01

/0
1/

06
～

20
01

/0
4/

26
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
（
→
堀
内
派
）
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
）

20
01

/0
4/

26
～

20
02

/0
9/

30
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
改
造
）

20
02

/0
9/

30
～

20
03

/0
9/

22
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
第
2
次
改
造
）

20
03

/0
9/

22
～

20
03

/1
1/

19
森
派
、
山
崎
派
、
旧
加
藤
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
）

20
03

/1
1/

19
～

20
04

/0
9/

27
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
（
旧
加
藤
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

20
04

/0
9/

27
～

20
05

/0
9/

21
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
）

20
05

/0
9/

21
～

20
05

/1
0/

31
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
（
旧
小
里
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
・
改
造
）

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

26
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
、
参
院
津
島
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

安
倍
晋
三
（
第
1
次
）

20
06

/0
9/

26
～

20
07

/0
8/

27
森
派
、
丹
羽
・
古
賀
派
（
→
古
賀
派
）
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

中
川
　
秀
直

20
06

/0
9/

25
～

20
07

/0
8/

27
33

7日
森
派
→
町
村
派

安
倍
晋
三
（
第
1
次
・
改
造
）

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

26
森
派
、
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

麻
生
　
太
郎

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

24
29
日

麻
生
派

福
田
康
夫

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
8/

02
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

伊
吹
　
文
明

20
07

/0
9/

24
～

20
08

/0
８

/0
1

31
3日

伊
吹
派

福
田
康
夫
（
改
造
）

20
08

/0
8/

02
～

20
08

/0
9/

24
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

麻
生
　
太
郎

20
08

/0
8/

01
～

20
08

/0
9/

22
53
日

麻
生
派

麻
生
太
郎

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
麻
生
太
郎

麻
生
派

麻
生
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
高
村
派

細
田
　
博
之

20
08

/0
9/

22
～

20
09

/0
9/

29
37

3日
町
村
派

鳩
山
由
紀
夫

20
09

/0
9/

16
～

20
10

/0
6/

08
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派
、
二
階
派
（
2
0
0
9
年
1
1
月
伊
吹
派
に
合
流
）

菅
直
人

20
10

/0
6/

08
～

20
10

/0
9/

17
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
改
造
）

20
10

/0
9/

17
～

20
11

/0
1/

14
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
第
2
次
改
造
）

20
11

/0
1/

14
～

20
11

/0
9/

02
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/0
1/

13
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
改
造
）

20
12

/0
1/

13
～

20
12

/0
6/

04
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
2
次
改
造
）

20
12

/0
6/

04
～

20
12

/1
0/

01
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
3
次
改
造
）

20
12

/1
0/

01
～

20
12

/1
2/

26
町
村
派
、
麻
生
派
、
高
村
派
（
→
大
島
派
）
、
額
賀
派
、
伊
吹
派

安
倍
晋
三
（
第
2
次
）

20
12

/1
2/

26
～

20
14

/0
9/

03
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
伊
吹
派
（
→
二
階
派
）

安
倍
晋
三
（
第
2
次
・
改
造
）

20
14

/0
9/

03
～

20
14

/1
2/

24
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
）

20
14

/1
2/

24
～

20
15

/1
0/

07
細
田
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
（
→
山
東
派
）
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
改
造
）

20
15

/1
0/

07
～

20
16

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
2
次
改
造
）

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派
（
2
0
1
7
年
7
月
麻
生
派
に
合
流
）

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
3
次
改
造
）

20
17

/0
8/

03
～

20
17

/1
1/

01
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
）

20
17

/1
1/

01
～

20
18

/1
0/

02
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
改
造
）

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
第
2
次
改
造
）

20
19

/0
9/

11
～

20
20

/0
9/

16
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

菅
義
偉

20
20

/0
9/

16
～

20
21

/1
0/

04
菅
義
偉

無
派
閥

二
階
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
、
石
原
派

岸
田
文
雄
（
第
1
次
）

20
21

/1
0/

04
～

20
21

/1
1/

10
岸
田
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派

甘
利
　
明

20
21

/1
0/

01
～

20
21

/1
1/

04
35
日

麻
生
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
）

 2
02

1/
11

/1
0～

20
22

/0
8/

10
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
（
→
茂
木
派
）

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
改
造
）

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

20
23

/0
9/

14
～

岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

岸
田
文
雄

岸
田
派

茂
木
　
敏
充

20
21

/1
1/

04
～

―
竹
下
派
→
茂
木
派

武
部
　
勤

20
04

/0
9/

27
～

20
06

/0
9/

25
72

9日
山
崎
派

34
6日

山
崎
派

20
14

/0
9/

03
～

20
16

/0
8/

03
70

1日
無
派
閥
（
谷
垣
グ
ル
ー
プ
）

高
村
派

石
破
　
茂

20
12

/0
9/

28
～

20
14

/0
9/

03
70

6日
無
派
閥

谷
垣
　
禎
一

19
95

/0
8/

08
～

19
96

/0
1/

11
村
山
富
市
（
改
造
）

河
野
洋
平

宮
沢
派

橋
本
龍
太
郎

小
渕
派

小
渕
恵
三

小
渕
派

62
1日

森
　
喜
朗

19
98

/0
7/

25
～

20
00

/0
4/

05

三
塚
派

24
5日

古
賀
　
誠

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
4/

25
14

2日

旧
小
渕
派
→
橋
本
派

森
喜
朗

森
派

加
藤
派

森
　
喜
朗

19
93

/0
8/

02
～

19
95

/0
8/

08
73

7日

加
藤
　
紘
一

19
95

/0
9/

25
～

19
98

/0
7/

25
10

35
日

町
村
派
→
細
田
派

20
01

/0
4/

25
～

20
03

/0
9/

21
88

0日
山
崎
派

安
倍
　
晋
三

20
03

/0
9/

21
～

20
04

/0
9/

27
37

3日
森
派

森
派

宮
沢
派

三
塚
派
→
森
派

宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

野
中
　
広
務

20
00

/0
4/

05
～

20
00

/1
2/

05

小
泉
純
一
郎

森
派

二
階
　
俊
博

20
16

/0
8/

03
～

20
21

/1
0/

01
18

86
日

二
階
派

福
田
康
夫

町
村
派

石
原
　
伸
晃

20
10

/0
9/

09
～

20
12

/0
9/

28
75

1日

大
島
　
理
森

20
09

/0
9/

29
～

20
10

/0
9/

09

山
崎
　
拓

谷
垣
禎
一

古
賀
派

安
倍
晋
三

安
倍
晋
三
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表
６
　
歴
代
自
民
党
総
務
会
長

表
6
歴
代
自
民
党
総
務
会
長

 

 

首
相

と
内

閣
在

職
期

間
自

民
党

総
裁

総
裁

派
閥

自
民

党
主

流
派

総
務

会
長

在
職

期
間

在
職

日
数

総
務

会
長

の
派

閥

鳩
山

一
郎

（
第

3
次

）
19

55
/1

1/
22
～

19
56

/1
2/

23
鳩
山
一
郎

鳩
山
派

鳩
山
派
、
緒
方
派
、
大
野
派
、
岸
派
,、
三
木
（
武
吉
）
派
（
→
河
野
派
）

岸
信

介
（
第

1
次

）
19

57
/0

2/
25

～
19

57
/0

7/
10

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

河
野

　
一

郎
19

58
/0

6/
12

～
19

59
/0

1/
10

21
3日

河
野
派

益
谷

　
秀

次
19

59
/0

1/
10

～
19

59
/0

6/
16

15
8日

池
田
派

岸
信

介
（
第

2
次

・
改

造
）

19
59

/0
6/

18
～

19
60

/0
7/

19
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

石
井

　
光

次
郎

19
59

/0
6/

16
～

19
60

/0
7/

18
39

9日
石
井
派

池
田

勇
人

（
第

1
次

）
19

60
/0

7/
19

～
19

60
/1

2/
08

池
田
派
、
佐
藤
派
、
岸
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

）
19

60
/1

2/
08

～
19

61
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
改

造
）

19
61

/0
7/

18
～

19
62

/0
7/

18
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

62
/0

7/
18

～
19

63
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

3
次

改
造

）
19

63
/0

7/
18

～
19

63
/1

2/
09

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

3
次

）
19

63
/1

2/
09

～
19

64
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

3
次

・
改

造
）

19
64

/0
7/

18
～

19
64

/1
1/

09
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

）
19

64
/1

1/
09
～

19
65

/0
6/

03
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
改

造
）

19
65

/0
6/

03
～

19
66

/0
8/

01
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

前
尾

　
繁

三
郎

19
65

/0
6/

02
～

19
66

/0
7/

28
42

2日
池
田
派
→
前
尾
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

2
次

改
造

）
19

66
/0

8/
01

～
19

66
/1

2/
03

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

福
永

　
健

司
19

66
/0

7/
29

～
19

66
/1

2/
03

12
8日

前
尾
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

3
次

改
造

）
19

66
/1

2/
03

～
19

67
/0

2/
17

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

）
19

67
/0

2/
17
～

19
67

/1
1/

25
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
改

造
）

19
67

/1
1/

25
～

19
68

/1
1/

30
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

橋
本

　
登

美
三

郎
19

67
/1

1/
24

～
19

68
/1

2/
01

37
4日

佐
藤
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

68
/1

1/
30

～
19

70
/0

1/
14

佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

3
次

）
19

70
/0

1/
14
～

19
71

/0
7/

05
佐
藤
派
、
前
尾
派
(→

大
平
派
）
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

3
次

・
改

造
）

19
71

/0
7/

05
～

19
72

/0
7/

07
佐
藤
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

中
曽

根
　
康

弘
19

71
/0

7/
05

～
19

72
/0

7/
06

36
8日

中
曽
根
派

田
中

角
栄

（
第

1
次

）
19

72
/0

7/
07
～

19
72

/1
2/

22
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
藤
山
派
、
中
曽
根
派
、
三
木
派
、
松
村
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

）
19

72
/1

2/
22
～

19
73

/1
1/

25
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

・
改

造
）

19
73

/1
1/

25
～

19
74

/1
1/

11
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

74
/1

1/
11
～

19
74

/1
2/

09
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
4
年
7
月
福
田
派
・
三
木
派
離
脱
）

三
木

武
夫

19
74

/1
2/

09
～

19
76

/0
9/

15
三
木
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
6
年
8
月
以
降
は
三
木
派
・
中
曽
根
派
の
み
）

灘
尾

　
弘

吉
19

74
/1

2/
09

～
19

76
/0

9/
15

64
7日

無
派
閥

三
木

武
夫

（
改

造
）

19
76

/0
9/

15
～

19
76

/1
2/

24
三
木
派
、
中
曽
根
派

松
野

　
頼

三
19

76
/0

9/
15

～
19

76
/1

2/
23

10
0日

福
田
派

福
田

赳
夫

19
76

/1
2/

24
～

19
77

/1
1/

28
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

江
﨑

　
真

澄
19

76
/1

2/
23

～
19

77
/1

1/
27

34
0日

田
中
派

福
田

赳
夫

（
改

造
）

19
77

/1
1/

28
～

19
78

/1
2/

07
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

中
曽

根
　
康

弘
19

77
/1

1/
27

～
19

78
/1

2/
07

37
6日

中
曽
根
派

大
平

正
芳

（
第

1
次

）
19

78
/1

2/
07
～

19
79

/1
1/

09
大
平
派
、
田
中
派

倉
石

　
忠

雄
19

78
/1

2/
07

～
19

79
/1

1/
09

33
8日

福
田
派

大
平

正
芳

（
第

2
次

）
19

79
/1

1/
09
～

19
80

/0
6/

12
大
平
派
、
田
中
派

（
臨

時
代

理
）
伊

東
正

義
19

80
/0

6/
12
～

19
80

/0
7/

17
（
代
行
）
西
村
英
一

田
中
派

大
平
派
、
田
中
派

鈴
木

善
幸

19
80

/0
7/

17
～

19
81

/1
1/

30
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

二
階
堂
　
進

19
80

/0
7/

17
～

19
81

/1
1/

30
50

2日
田
中
派

鈴
木

善
幸

（
改

造
）

19
81

/1
1/

30
～

19
82

/1
1/

27
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

田
中

　
龍

夫
19

81
/1

1/
30

～
19

82
/1

1/
26

36
2日

福
田
派

中
曽

根
康

弘
（
第

1
次

）
19

82
/1

1/
27
～

19
83

/1
2/

27
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
中
川
派
、
河
本
派

細
田

　
吉

藏
19

82
/1

1/
26

～
19

83
/1

2/
26

39
6日

福
田
派

中
曽

根
康

弘
（
第

2
次

）
19

83
/1

2/
27
～

19
84

/1
1/

01
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

金
丸
　
信

19
83

/1
2/

26
～

19
84

/1
0/

31
31

1日
田
中
派

中
曽

根
康

弘
（
第

2
次

・
改

造
）

19
84

/1
1/

01
～

19
85

/1
2/

28
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

85
/1

2/
28
～

19
86

/0
7/

22
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

3
次

）
19

86
/0

7/
22
～

19
87

/1
1/

06
中
曽
根
派
、
田
中
派
（
→
竹
下
派
）
、
鈴
木
派
（
→
宮
沢
派
）
、
福
田
派
（
→
安
倍
派
）
、
河
本
派

安
倍

　
晋

太
郎

19
86

/0
7/

22
～

19
87

/1
0/

31
46

7日
安
倍
派

竹
下

登
19

87
/1

1/
06
～

19
88

/1
2/

27
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

竹
下

登
（
改

造
）

19
88

/1
2/

27
～

19
89

/0
6/

03
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

宇
野

宗
佑

19
89

/0
6/

03
～

19
89

/0
8/

10
宇
野
宗
佑

中
曽
根
派

中
曽
根
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
河
本
派

水
野

　
清

19
89

/0
6/

02
～

19
89

/0
8/

09
69

日
宮
沢
派

海
部

俊
樹

（
第

1
次

）
19

89
/0

8/
10
～

19
90

/0
2/

28
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
（
→
渡
辺
派
）

唐
沢

　
俊

二
郎

19
89

/0
8/

09
～

19
90

/0
2/

22
19

8日
中
曽
根
派

海
部

俊
樹

（
第

2
次

）
19

90
/0

2/
28
～

19
90

/1
2/

29
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
渡
辺
派

海
部

俊
樹

（
第

2
次

・
改

造
）

19
90

/1
2/

29
～

19
91

/1
1/

05
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
（
→
三
塚
派
）
、
渡
辺
派

宮
沢

喜
一

19
91

/1
1/

05
～

19
92

/1
2/

12
宮
沢
派
、
竹
下
派
（
→
小
渕
派
）
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

宮
沢

喜
一

（
改

造
）

19
92

/1
2/

12
～

19
93

/0
8/

09
宮
沢
派
、
小
渕
派
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

石
井

　
光

次
郎

19
55

/1
1/

15
～

19
57

/0
2/

08
45

2日
緒
方
派
→
石
井
派

石
橋

湛
山

19
56

/1
2/

23
～

19
57

/0
2/

25
石
橋
湛
山

石
橋
派

石
橋
派
、
池
田
派
、
大
野
派
、
石
井
派
、
三
木
・
松
村
派

河
野
派

岸
信

介
（
第

1
次

・
改

造
）

19
57

/0
7/

10
～

19
58

/0
6/

12
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

佐
藤

　
栄

作
19

57
/1

2/
30

～
19

58
/0

6/
12

16
5日

佐
藤
派

河
野
派

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

19
58

/0
6/

12
～

19
59

/0
6/

18
岸

信
介

（
第

2
次

）

岸
信
介

岸
派

砂
田

　
重

政

佐
藤
栄
作

佐
藤
派

椎
名

　
悦

三
郎

池
田
勇
人

池
田
派

藤
山

　
愛

一
郎

保
利

　
茂

19
57

/0
2/

08
～

19
57

/1
2/

27
32

3日

鈴
木
善
幸

鈴
木
派

田
中
角
栄

田
中
派

三
木
武
夫

三
木
派

福
田
赳
夫

福
田
派

大
平
正
芳

大
平
派

宮
沢
派

竹
下
登

竹
下
派

伊
東

　
正

義
19

87
/1

0/
31

～
19

89
/0

6/
02

58
1日

宮
沢
派

中
曽
根
康
弘

中
曽
根
派

宮
沢

　
喜

一
19

84
/1

0/
31

～
19

86
/0

7/
22

鈴
木

　
善

幸
19

72
/0

7/
06

～
19

74
/1

2/
09

88
7日

大
平
派

19
60

/0
7/

18
～

19
61

/0
7/

18
36

6日
佐
藤
派

赤
城

　
宗

徳
19

61
/0

7/
18

～
19

63
/0

7/
01

71
4日

岸
派
→
川
島
派

19
63

/0
7/

01
～

19
64

/0
7/

17
38

3日
藤
山
派

19
66

/1
2/

03
～

19
67

/1
1/

24
35

7日
川
島
派

鈴
木

　
善

幸
19

68
/1

2/
01

～
19

71
/0

7/
05

94
7日

前
尾
派

中
村

　
梅

吉
19

64
/0

7/
17

～
19

65
/0

6/
02

32
1日

63
0日

鈴
木
派

佐
藤

　
孝

行
19

91
/1

0/
31

～
19

93
/0

8/
02

64
2日

渡
辺
派

宮
沢
喜
一

宮
沢
派

海
部
俊
樹

河
本
派

西
岡

　
武

夫
19

90
/0

2/
22

～
19

91
/1

0/
31

61
7日

鈴
木
　
善
幸

19
79

/1
1/

16
～

19
80

/0
7/

15
24

3日
大
平
派
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出
典

：
表

２
と

同
じ

。
 

出
典
：
表

2
と
同
じ
。

 

首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

総
裁
派
閥

自
民
党
主
流
派

総
務
会
長

在
職
期
間

在
職
日
数

総
務
会
長
の
派
閥

細
川
護
煕

19
93

/0
8/

09
～

19
94

/0
4/

28
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

羽
田
孜

19
94

/0
4/

28
～

19
94

/0
6/

30
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
1
次
）

19
96

/0
1/

11
～

19
96

/1
1/

07
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
）

19
96

/1
1/

07
～

19
97

/0
9/

11
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

19
97

/0
9/

11
～

19
98

/0
7/

30
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
旧
河
本
派
、
三
塚
派

小
渕
恵
三

19
98

/0
7/

30
～

19
99

/0
1/

14
小
渕
派
、
宮
沢
派
（
→
加
藤
派
）
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
改
造
）

19
99

/0
1/

14
～

19
99

/1
0/

05
小
渕
派
、
加
藤
派
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
第
2
次
改
造
）

19
99

/1
0/

05
～

20
00

/0
4/

05
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
森
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
1
次
）

20
00

/0
4/

05
～

20
00

/0
7/

04
森
派
、
旧
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

森
喜
朗
（
第
2
次
）

20
00

/0
7/

04
～

20
00

/1
2/

05
森
派
、
旧
小
渕
派
（
→
橋
本
派
）
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派
（
2
0
0
0
年
1
1
月
の
加
藤
の
乱
で
主
流
派
入
り
）

小
里
　
貞
利

20
00

/0
6/

30
～

20
00

/1
2/

05
15

9日
加
藤
派

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
）

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
1/

06
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
<
省
庁
再
編
後
>
）

20
01

/0
1/

06
～

20
01

/0
4/

26
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
（
→
堀
内
派
）
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
）

20
01

/0
4/

26
～

20
02

/0
9/

30
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
改
造
）

20
02

/0
9/

30
～

20
03

/0
9/

22
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
第
2
次
改
造
）

20
03

/0
9/

22
～

20
03

/1
1/

19
森
派
、
山
崎
派
、
旧
加
藤
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
）

20
03

/1
1/

19
～

20
04

/0
9/

27
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
（
旧
加
藤
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

20
04

/0
9/

27
～

20
05

/0
9/

21
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
）

20
05

/0
9/

21
～

20
05

/1
0/

31
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
（
旧
小
里
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
・
改
造
）

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

26
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
、
参
院
津
島
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

安
倍
晋
三
（
第
1
次
）

20
06

/0
9/

26
～

20
07

/0
8/

27
森
派
、
丹
羽
・
古
賀
派
（
→
古
賀
派
）
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

丹
羽
　
雄
哉

20
06

/0
9/

25
～

20
07

/0
8/

27
33

7日
丹
羽
・
古
賀
派
→
古
賀
派

安
倍
晋
三
（
第
1
次
・
改
造
）

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

26
森
派
、
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

福
田
康
夫

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
8/

02
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

福
田
康
夫
（
改
造
）

20
08

/0
8/

02
～

20
08

/0
9/

24
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

麻
生
太
郎

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
麻
生
太
郎

麻
生
派

麻
生
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
高
村
派

笹
川
　
尭

20
08

/0
9/

22
～

20
09

/0
9/

29
37

3日
津
島
派

鳩
山
由
紀
夫

20
09

/0
9/

16
～

20
10

/0
6/

08
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派
、
二
階
派
（
2
0
0
9
年
1
1
月
伊
吹
派
に
合
流
）

菅
直
人

20
10

/0
6/

08
～

20
10

/0
9/

17
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
改
造
）

20
10

/0
9/

17
～

20
11

/0
1/

14
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
第
2
次
改
造
）

20
11

/0
1/

14
～

20
11

/0
9/

02
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
改
造
）

20
12

/0
1/

13
～

20
12

/0
6/

04
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
2
次
改
造
）

20
12

/0
6/

04
～

20
12

/1
0/

01
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
3
次
改
造
）

20
12

/1
0/

01
～

20
12

/1
2/

26
町
村
派
、
麻
生
派
、
高
村
派
（
→
大
島
派
）
、
額
賀
派
、
伊
吹
派

細
田
　
博
之

20
12

/0
9/

28
～

20
12

/1
2/

25
89
日

町
村
派

安
倍
晋
三
（
第
2
次
）

20
12

/1
2/

26
～

20
14

/0
9/

03
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
伊
吹
派
（
→
二
階
派
）

野
田
　
聖
子

20
12

/1
2/

25
～

20
14

/0
9/

03
61

8日
無
派
閥

安
倍
晋
三
（
第
2
次
・
改
造
）

20
14

/0
9/

03
～

20
14

/1
2/

24
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
）

20
14

/1
2/

24
～

20
15

/1
0/

07
細
田
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
（
→
山
東
派
）
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
改
造
）

20
15

/1
0/

07
～

20
16

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
2
次
改
造
）

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派
（
2
0
1
7
年
7
月
麻
生
派
に
合
流
）

細
田
　
博
之

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
36

6日
細
田
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
3
次
改
造
）

20
17

/0
8/

03
～

20
17

/1
1/

01
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
）

20
17

/1
1/

01
～

20
18

/1
0/

02
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
改
造
）

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

加
藤
　
勝
信

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
34

5日
竹
下
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
第
2
次
改
造
）

20
19

/0
9/

11
～

20
20

/0
9/

16
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

鈴
木
　
俊
一

20
19

/0
9/

11
～

20
20

/0
9/

15
37

1日
麻
生
派

菅
義
偉

20
20

/0
9/

16
～

20
21

/1
0/

04
菅
義
偉

無
派
閥

二
階
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
、
石
原
派

佐
藤
　
勉

20
20

/0
9/

15
～

20
21

/1
0/

01
38

2日
麻
生
派

岸
田
文
雄
（
第
1
次
）

20
21

/1
0/

04
～

20
21

/1
1/

10
岸
田
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
）

 2
02

1/
11

/1
0～

20
22

/0
8/

10
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
（
→
茂
木
派
）

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
改
造
）

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

遠
藤
　
利
明

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
40

1日
無
派
閥
（
谷
垣
グ
ル
ー
プ
）

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

20
23

/0
9/

14
～

岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

森
山
　
裕

20
23

/0
9/

14
～

―
森
山
派

福
田
　
達
夫

20
21

/1
0/

01
～

20
22

/0
8/

10
31

4日
細
田
派
→
安
倍
派

岸
田
文
雄

岸
田
派

森
喜
朗

森
派

小
泉
純
一
郎

森
派

橋
本
龍
太
郎

小
渕
派

小
渕
恵
三

小
渕
派

村
山
富
市
（
改
造
）

19
95

/0
8/

08
～

19
96

/0
1/

11

河
野
洋
平

宮
沢
派

野
田
佳
彦

田
野
瀬
　
良
太
郎

安
倍
晋
三

森
派

福
田
康
夫

町
村
派

谷
垣
禎
一

古
賀
派

塩
谷
　
立

宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

19
94

/0
6/

30
～

19
95

/0
8/

08
村
山
富
市

武
藤
　
嘉
文

19
95

/0
1/

19
～

19
95

/0
9/

25
25

0日
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

木
部
　
佳
昭

19
93

/0
8/

02
～

19
95

/0
1/

19
53

6日
渡
辺
派

深
谷
　
隆
司

19
98

/0
7/

25
～

19
99

/0
9/

30
43

3日
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ

（
→
山
崎
派
）

池
田
　
行
彦

19
99

/1
0/

01
～

20
00

/0
6/

30
27

4日
加
藤
派

旧
渡
辺
派

塩
川
　
正
十
郎

19
95

/0
9/

25
～

19
96

/1
1/

06
40

9日
三
塚
派

森
　
喜
朗

19
96

/1
1/

06
～

19
98

/0
7/

25
62

7日
三
塚
派

村
岡
　
兼
造

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
4/

25
14

2日
橋
本
派

堀
内
　
光
雄

20
01

/0
4/

25
～

20
04

/0
9/

27
12

52
日

堀
内
派

久
間
　
章
生

38
7日

無
派
閥

20
04

/0
9/

27
～

20
06

/0
9/

25
72

9日
旧
橋
本
派
→
津
島
派

二
階
　
俊
博

20
07

/0
8/

27
～

20
08

/0
９

/2
2

39
3日

二
階
派

安
倍
晋
三

町
村
派
→
細
田
派

古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/0
1/

13

20
11

/0
9/

30
～

20
12

/0
9/

28
36

5日
町
村
派

竹
下
　
亘

20
17

/0
8/

03
～

20
18

/1
0/

02
42

6日
額
賀
派
→
竹
下
派

二
階
　
俊
博

20
14

/0
9/

03
～

20
16

/0
8/

03
70

1日
二
階
派

20
09

/0
9/

29
～

20
10

/0
9/

09
34

6日
山
崎
派

小
池
　
百
合
子

20
10

/0
9/

09
～

20
11

/0
9/

30
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表
７
　
歴
代
自
民
党
政
務
調
査
会
長

表
7
歴
代
自
民
党
政
務
調
査
会
長

 

 

首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

総
裁
派
閥

自
民
党
主
流
派

政
務
調
査
会
長

在
職
期
間

在
職
日
数

政
務
調
査
会
長
の

派
閥

鳩
山
一
郎
（
第
3
次
）

19
55

/1
1/

22
～

19
56

/1
2/

23
鳩
山
一
郎

鳩
山
派

鳩
山
派
、
緒
方
派
、
大
野
派
、
岸
派
,、
三
木
（
武
吉
）
派
（
→
河
野
派
）

岸
信
介
（
第
1
次
）

19
57

/0
2/

25
～

19
57

/0
7/

10
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

岸
信
介
（
第
1
次
・
改
造
）

19
57

/0
7/

10
～

19
58

/0
6/

12
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

三
木
　
武
夫

19
57

/0
7/

10
～

19
58

/0
6/

12
33

8日
三
木
・
松
村
派

福
田
赳
夫

19
58

/0
6/

12
～

19
59

/0
1/

10
21

3日
岸
派

中
村
　
梅
吉

19
59

/0
1/

10
～

19
59

/0
6/

16
15

8日
河
野
派

岸
信
介
（
第
2
次
・
改
造
）

19
59

/0
6/

18
～

19
60

/0
7/

19
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

船
田
　
中

19
59

/0
6/

16
～

19
60

/0
7/

18
39

9日
大
野
派

池
田
勇
人
（
第
1
次
）

19
60

/0
7/

19
～

19
60

/1
2/

08
池
田
派
、
佐
藤
派
、
岸
派

椎
名
　
悦
三
郎

19
60

/0
7/

18
～

19
60

/1
2/

08
14

4日
岸
派

池
田
勇
人
（
第
2
次
）

19
60

/1
2/

08
～

19
61

/0
7/

18
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

福
田
　
赳
夫

19
60

/1
2/

08
～

19
61

/0
7/

18
22

3日
岸
派

池
田
勇
人
（
第
2
次
・
改
造
）

19
61

/0
7/

18
～

19
62

/0
7/

18
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

田
中
　
角
栄

19
61

/0
7/

18
～

19
62

/0
7/

17
36

5日
佐
藤
派

池
田
勇
人
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

19
62

/0
7/

18
～

19
63

/0
7/

18
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

賀
屋
　
興
宣

19
62

/0
7/

17
～

19
63

/0
7/

17
36

6日
中
間
派
（
賀
屋
系
）

池
田
勇
人
（
第
2
次
・
第
3
次
改
造
）

19
63

/0
7/

18
～

19
63

/1
2/

09
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田
勇
人
（
第
3
次
）

19
63

/1
2/

09
～

19
64

/0
7/

18
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田
勇
人
（
第
3
次
・
改
造
）

19
64

/0
7/

18
～

19
64

/1
1/

09
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

佐
藤
栄
作
（
第
1
次
）

19
64

/1
1/

09
～

19
65

/0
6/

03
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤
栄
作
（
第
1
次
・
改
造
）

19
65

/0
6/

03
～

19
66

/0
8/

01
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

赤
城
　
宗
徳

19
65

/0
6/

02
～

19
66

/0
7/

29
42

3日
川
島
派

佐
藤
栄
作
（
第
1
次
・
第
2
次
改
造
）

19
66

/0
8/

01
～

19
66

/1
2/

03
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

水
田
　
三
喜
男

19
66

/0
7/

29
～

19
66

/1
2/

03
12

8日
船
田
派

佐
藤
栄
作
（
第
1
次
・
第
3
次
改
造
）

19
66

/1
2/

03
～

19
67

/0
2/

17
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤
栄
作
（
第
2
次
）

19
67

/0
2/

17
～

19
67

/1
1/

25
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤
栄
作
（
第
2
次
・
改
造
）

19
67

/1
1/

25
～

19
68

/1
1/

30
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

大
平
　
正
芳

19
67

/1
1/

24
～

19
68

/1
2/

01
37

4日
前
尾
派

佐
藤
栄
作
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

19
68

/1
1/

30
～

19
70

/0
1/

14
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

根
本
　
龍
太
郎

19
68

/1
2/

01
～

19
70

/0
1/

12
40

8日
園
田
派

佐
藤
栄
作
（
第
3
次
）

19
70

/0
1/

14
～

19
71

/0
7/

05
佐
藤
派
、
前
尾
派
(→

大
平
派
）
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

水
田
　
三
喜
男

19
70

/0
1/

12
～

19
71

/0
7/

05
54

0日
村
上
派

佐
藤
栄
作
（
第
3
次
・
改
造
）

19
71

/0
7/

05
～

19
72

/0
7/

07
佐
藤
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

小
坂
　
善
太
郎

19
71

/0
7/

05
～

19
72

/0
7/

06
36

8日
大
平
派

田
中
角
栄
（
第
1
次
）

19
72

/0
7/

07
～

19
72

/1
2/

22
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
藤
山
派
、
中
曽
根
派
、
三
木
派
、
松
村
派

櫻
内
　
義
雄

19
72

/0
7/

06
～

19
72

/1
2/

23
17

1日
中
曽
根
派

田
中
角
栄
（
第
2
次
）

19
72

/1
2/

22
～

19
73

/1
1/

25
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

倉
石
　
忠
雄

19
72

/1
2/

23
～

19
73

/1
1/

25
33

8日
福
田
派

田
中
角
栄
（
第
2
次
・
改
造
）

19
73

/1
1/

25
～

19
74

/1
1/

11
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

水
田
　
三
喜
男

19
73

/1
1/

25
～

19
74

/1
1/

11
35

2日
水
田
派

田
中
角
栄
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

19
74

/1
1/

11
～

19
74

/1
2/

09
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
4
年
7
月
福
田
派
・
三
木
派
離
脱
）

山
中
　
貞
則

19
74

/1
1/

11
～

19
74

/1
2/

09
29
日

中
曽
根
派

三
木
武
夫

19
74

/1
2/

09
～

19
76

/0
9/

15
三
木
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
6
年
8
月
以
降
は
三
木
派
・
中
曽
根
派
の
み
）

松
野
　
頼
三

19
74

/1
2/

09
～

19
76

/0
9/

15
64

7日
福
田
派

三
木
武
夫
（
改
造
）

19
76

/0
9/

15
～

19
76

/1
2/

24
三
木
派
、
中
曽
根
派

櫻
内
　
義
雄

19
76

/0
9/

15
～

19
76

/1
2/

23
10

0日
中
曽
根
派

福
田
赳
夫

19
76

/1
2/

24
～

19
77

/1
1/

28
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

河
本
　
敏
夫

19
76

/1
2/

23
～

19
77

/1
1/

27
34

0日
三
木
派

福
田
赳
夫
（
改
造
）

19
77

/1
1/

28
～

19
78

/1
2/

07
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

江
﨑
　
真
澄

19
77

/1
1/

27
～

19
78

/1
2/

07
37

6日
田
中
派

大
平
正
芳
（
第
1
次
）

19
78

/1
2/

07
～

19
79

/1
1/

09
大
平
派
、
田
中
派

河
本
　
敏
夫

19
78

/1
2/

07
～

19
79

/1
1/

16
34

5日
三
木
派

大
平
正
芳
（
第
2
次
）

19
79

/1
1/

09
～

19
80

/0
6/

12
大
平
派
、
田
中
派

（
臨
時
代
理
）
伊
東
正
義

19
80

/0
6/

12
～

19
80

/0
7/

17
（
代
行
）
西
村
英
一

田
中
派

大
平
派
、
田
中
派

鈴
木
善
幸

19
80

/0
7/

17
～

19
81

/1
1/

30
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

鈴
木
善
幸
（
改
造
）

19
81

/1
1/

30
～

19
82

/1
1/

27
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第
1
次
）

19
82

/1
1/

27
～

19
83

/1
2/

27
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第
2
次
）

19
83

/1
2/

27
～

19
84

/1
1/

01
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第
2
次
・
改
造
）

19
84

/1
1/

01
～

19
85

/1
2/

28
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

19
85

/1
2/

28
～

19
86

/0
7/

22
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第
3
次
）

19
86

/0
7/

22
～

19
87

/1
1/

06
中
曽
根
派
、
田
中
派
（
→
竹
下
派
）
、
鈴
木
派
（
→
宮
沢
派
）
、
福
田
派
（
→
安
倍
派
）
、
河
本
派

伊
東
　
正
義

19
86

/0
7/

22
～

19
87

/1
0/

31
46

7日
鈴
木
派
→
宮
沢
派

竹
下
登

19
87

/1
1/

06
～

19
88

/1
2/

27
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

竹
下
登
（
改
造
）

19
88

/1
2/

27
～

19
89

/0
6/

03
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

宇
野
宗
佑

19
89

/0
6/

03
～

19
89

/0
8/

10
宇
野
宗
佑

中
曽
根
派

中
曽
根
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
河
本
派

村
田
　
敬
次
郎

19
89

/0
6/

02
～

19
89

/0
8/

09
69
日

安
倍
派

海
部
俊
樹
（
第
1
次
）

19
89

/0
8/

10
～

19
90

/0
2/

28
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
（
→
渡
辺
派
）

三
塚
　
博

19
89

/0
8/

09
～

19
90

/0
2/

22
19

8日
安
倍
派

海
部
俊
樹
（
第
2
次
）

19
90

/0
2/

28
～

19
90

/1
2/

29
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
渡
辺
派

海
部
俊
樹
（
第
2
次
・
改
造
）

19
90

/1
2/

29
～

19
91

/1
1/

05
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
（
→
三
塚
派
）
、
渡
辺
派

宮
沢
喜
一

19
91

/1
1/

05
～

19
92

/1
2/

12
宮
沢
派
、
竹
下
派
（
→
小
渕
派
）
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

森
　
喜
朗

19
91

/1
0/

31
～

19
92

/1
2/

11
40

8日
三
塚
派

宮
沢
喜
一
（
改
造
）

19
92

/1
2/

12
～

19
93

/0
8/

09
宮
沢
派
、
小
渕
派
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

三
塚
　
博

19
92

/1
2/

11
～

19
93

/0
8/

02
23

5日
三
塚
派

大
平
正
芳

大
平
派

宮
沢
喜
一

宮
沢
派

竹
下
登

竹
下
派

海
部
俊
樹

河
本
派

中
曽
根
康
弘

中
曽
根
派

田
中
　
六
助

鈴
木
善
幸

鈴
木
派

藤
尾
　
正
行

三
木
武
夫

三
木
派

福
田
赳
夫

福
田
派

田
中
角
栄

田
中
派

佐
藤
栄
作

佐
藤
派

19
58

/0
6/

12
～

19
59

/0
6/

18
岸
信
介
（
第
2
次
）

石
橋
湛
山

19
56

/1
2/

23
～

19
57

/0
2/

25
石
橋
湛
山

石
橋
派

石
橋
派
、
池
田
派
、
大
野
派
、
石
井
派
、
三
木
・
松
村
派

石
井
派

池
田
勇
人

池
田
派

周
東
　
英
雄

19
64

/0
7/

17
～

19
65

/0
6/

02
32

1日

岸
信
介

岸
派

17
6日

19
57

/0
1/

16
～

19
57

/0
7/

10
塚
田
　
十
一
郎

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

三
木
　
武
夫

19
63

/0
7/

17
～

19
64

/0
7/

17

19
81

/1
1/

30
～

19
83

/1
2/

26
75

7日
鈴
木
派

36
7日

三
木
・
松
村
派

水
田
　
三
喜
男

19
55

/1
1/

15
～

19
57

/0
1/

16
42

9日
大
野
派

池
田
派

西
村
　
直
巳

19
66

/1
2/

03
～

19
67

/1
1/

24
35

7日
佐
藤
派

安
倍
　
晋
太
郎

19
79

/1
1/

16
～

19
81

/1
1/

30
74

6日
福
田
派

19
83

/1
2/

26
～

19
86

/0
7/

22
94

0日
福
田
派

渡
辺
　
美
智
雄

19
87

/1
0/

31
～

19
89

/0
6/

02
58

1日
中
曽
根
派

加
藤
　
六
月

19
90

/0
2/

22
～

19
91

/1
0/

31
61

7日
安
倍
派
→
三
塚
派

→
加
藤
グ
ル
ー
プ
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出
典
：
表

2
と
同
じ
。

 

首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

総
裁
派
閥

自
民
党
主
流
派

政
務
調
査
会
長

在
職
期
間

在
職
日
数

政
務
調
査
会
長
の

派
閥

細
川
護
煕

19
93

/0
8/

09
～

19
94

/0
4/

28
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

羽
田
孜

19
94

/0
4/

28
～

19
94

/0
6/

30
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

村
山
富
市

19
94

/0
6/

30
～

19
95

/0
8/

08
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
1
次
）

19
96

/0
1/

11
～

19
96

/1
1/

07
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
）

19
96

/1
1/

07
～

19
97

/0
9/

11
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

19
97

/0
9/

11
～

19
98

/0
7/

30
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
旧
河
本
派
、
三
塚
派

小
渕
恵
三

19
98

/0
7/

30
～

19
99

/0
1/

14
小
渕
派
、
宮
沢
派
（
→
加
藤
派
）
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
改
造
）

19
99

/0
1/

14
～

19
99

/1
0/

05
小
渕
派
、
加
藤
派
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
第
2
次
改
造
）

19
99

/1
0/

05
～

20
00

/0
4/

05
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
森
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
1
次
）

20
00

/0
4/

05
～

20
00

/0
7/

04
森
派
、
旧
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

森
喜
朗
（
第
2
次
）

20
00

/0
7/

04
～

20
00

/1
2/

05
森
派
、
旧
小
渕
派
（
→
橋
本
派
）
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派
（
2
0
0
0
年
1
1
月
の
加
藤
の
乱
で
主
流
派
入
り
）

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
）

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
1/

06
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
<
省
庁
再
編
後
>
）

20
01

/0
1/

06
～

20
01

/0
4/

26
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
（
→
堀
内
派
）
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
）

20
01

/0
4/

26
～

20
02

/0
9/

30
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
改
造
）

20
02

/0
9/

30
～

20
03

/0
9/

22
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
第
2
次
改
造
）

20
03

/0
9/

22
～

20
03

/1
1/

19
森
派
、
山
崎
派
、
旧
加
藤
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
）

20
03

/1
1/

19
～

20
04

/0
9/

27
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
（
旧
加
藤
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

20
04

/0
9/

27
～

20
05

/0
9/

21
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
）

20
05

/0
9/

21
～

20
05

/1
0/

31
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
（
旧
小
里
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
・
改
造
）

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

26
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
、
参
院
津
島
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

中
川
　
秀
直

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

25
33

0日
森
派

安
倍
晋
三
（
第
1
次
）

20
06

/0
9/

26
～

20
07

/0
8/

27
森
派
、
丹
羽
・
古
賀
派
（
→
古
賀
派
）
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

中
川
　
昭
一

20
06

/0
9/

25
～

20
07

/0
8/

27
33

7日
伊
吹
派

安
倍
晋
三
（
第
1
次
・
改
造
）

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

26
森
派
、
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

石
原
　
伸
晃

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

24
29
日

無
派
閥

福
田
康
夫

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
8/

02
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

谷
垣
　
禎
一

20
07

/0
9/

24
～

20
08

/0
8/

02
31

4日
谷
垣
派
→
古
賀
派

福
田
康
夫
（
改
造
）

20
08

/0
8/

02
～

20
08

/0
9/

24
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

麻
生
太
郎

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
麻
生
太
郎

麻
生
派

麻
生
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
高
村
派

鳩
山
由
紀
夫

20
09

/0
9/

16
～

20
10

/0
6/

08
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派
、
二
階
派
（
2
0
0
9
年
1
1
月
伊
吹
派
に
合
流
）

菅
直
人

20
10

/0
6/

08
～

20
10

/0
9/

17
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
改
造
）

20
10

/0
9/

17
～

20
11

/0
1/

14
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
第
2
次
改
造
）

20
11

/0
1/

14
～

20
11

/0
9/

02
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
改
造
）

20
12

/0
1/

13
～

20
12

/0
6/

04
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
2
次
改
造
）

20
12

/0
6/

04
～

20
12

/1
0/

01
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
3
次
改
造
）

20
12

/1
0/

01
～

20
12

/1
2/

26
町
村
派
、
麻
生
派
、
高
村
派
（
→
大
島
派
）
、
額
賀
派
、
伊
吹
派

甘
利
　
明

20
12

/0
9/

28
～

20
12

/1
2/

25
89
日

山
崎
派
→
無
派
閥

安
倍
晋
三
（
第
2
次
）

20
12

/1
2/

26
～

20
14

/0
9/

03
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
伊
吹
派
（
→
二
階
派
）

高
市
　
早
苗

20
12

/1
2/

25
～

20
14

/0
9/

03
61

8日
無
派
閥

安
倍
晋
三
（
第
2
次
・
改
造
）

20
14

/0
9/

03
～

20
14

/1
2/

24
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
）

20
14

/1
2/

24
～

20
15

/1
0/

07
細
田
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
（
→
山
東
派
）
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
改
造
）

20
15

/1
0/

07
～

20
16

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
2
次
改
造
）

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派
（
2
0
1
7
年
7
月
麻
生
派
に
合
流
）

茂
木
　
敏
充

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
36

6日
額
賀
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
3
次
改
造
）

20
17

/0
8/

03
～

20
17

/1
1/

01
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
）

20
17

/1
1/

01
～

20
18

/1
0/

02
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
改
造
）

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
第
2
次
改
造
）

20
19

/0
9/

11
～

20
20

/0
9/

16
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

菅
義
偉

20
20

/0
9/

16
～

20
21

/1
0/

04
菅
義
偉

無
派
閥

二
階
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
、
石
原
派

下
村
　
博
文

20
20

/0
9/

14
～

20
21

/1
0/

01
38

3日
細
田
派

岸
田
文
雄
（
第
1
次
）

20
21

/1
0/

04
～

20
21

/1
1/

10
岸
田
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
）

 2
02

1/
11

/1
0～

20
22

/0
8/

10
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
（
→
茂
木
派
）

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
改
造
）

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

20
23

/0
9/

14
～

岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

無
派
閥

安
倍
派

岸
田
文
雄

岸
田
派

高
市
　
早
苗

20
21

/1
0/

01
～

20
22

/0
8/

10
31

4日

萩
生
田
　
光
一

20
22

/0
8/

10
～

―

森
喜
朗

森
派

小
泉
純
一
郎

森
派

安
倍
晋
三

森
派

村
山
富
市
（
改
造
）

19
95

/0
8/

08
～

19
96

/0
1/

11
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎

小
渕
派

小
渕
恵
三

小
渕
派

河
野
洋
平

宮
沢
派

山
崎
　
拓

19
95

/0
9/

25
～

19
98

/0
7/

25
10

35
日

旧
渡
辺
派

橋
本
　
龍
太
郎

19
93

/0
8/

02
～

19
94

/0
6/

30
33

3日
小
渕
派

加
藤
　
紘
一

19
94

/0
7/

05
～

19
95

/0
9/

25
44

8日
宮
沢
派

麻
生
　
太
郎

20
01

/0
4/

25
～

20
03

/0
9/

20
87

9日
河
野
グ
ル
ー
プ

額
賀
　
福
志
郎

20
03

/0
9/

21
～

20
04

/0
9/

27
37

3日
橋
本
派

池
田
　
行
彦

19
98

/0
7/

25
～

19
99

/0
9/

30
43

3日
宮
沢
派
→
加
藤
派

亀
井
　
静
香

19
99

/1
0/

01
～

20
01

/0
4/

25
57

3日
江
藤
・
亀
井
派

与
謝
野
　
馨

20
04

/0
9/

27
～

20
05

/1
0/

31
40

0日
無
派
閥

福
田
康
夫

町
村
派

古
賀
派

保
利
　
耕
輔

20
08

/0
8/

02
～

20
09

/0
9/

29
42

4日
無
派
閥

野
田
佳
彦

稲
田
　
朋
美

20
14

/0
9/

03
～

20
16

/0
8/

03
70

1日
町
村
派
→
細
田
派

岸
田
　
文
雄

20
17

/0
8/

03
～

20
20

/0
9/

14
11

39
日

岸
田
派

茂
木
　
敏
充

20
11

/0
9/

30
～

20
12

/0
9/

28
36

5日
額
賀
派

古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/0
1/

13

石
破
　
茂

20
09

/0
9/

29
～

20
11

/0
9/

30
73

2日
無
派
閥

町
村
派
→
細
田
派

安
倍
晋
三

谷
垣
禎
一

出
典

：
表

２
と

同
じ

。
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表

8
歴
代
自
民
党
選
挙
対
策
委
員
長

 

 
出
典
：「
新
聞
記
事
」
よ
り
作
成
。

 

       

首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

総
裁
派
閥

自
民
党
主
流
派

選
挙
対
策
委
員
長

（
2
0
0
9
年
9
月
か
ら
2
0
1
2
年

1
2
月
は
選
挙
対
策
局
長
）

在
職
期
間

在
職
日
数

選
挙
対
策
委
員
長

（
選
挙
対
策
局
長
）
の
派
閥

福
田
康
夫

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
8/

02
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

福
田
康
夫
（
改
造
）

20
08

/0
8/

02
～

20
08

/0
9/

24
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

二
階
　
俊
博

20
09

/0
9/

30
～

20
09

/1
2/

15
77
日

二
階
派
→
伊
吹
派

菅
直
人

20
10

/0
6/

08
～

20
10

/0
9/

17
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
改
造
）

20
10

/0
9/

17
～

20
11

/0
1/

14
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
第
2
次
改
造
）

20
11

/0
1/

14
～

20
11

/0
9/

02
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/0
1/

13
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
改
造
）

20
12

/0
1/

13
～

20
12

/0
6/

04
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
2
次
改
造
）

20
12

/0
6/

04
～

20
12

/1
0/

01
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
3
次
改
造
）

20
12

/1
0/

01
～

20
12

/1
2/

26
町
村
派
、
麻
生
派
、
高
村
派
（
→
大
島
派
）
、
額
賀
派
、
伊
吹
派

安
倍
晋
三
（
第
2
次
）

20
12

/1
2/

26
～

20
14

/0
9/

03
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
伊
吹
派
（
→
二
階
派
）

安
倍
晋
三
（
第
2
次
・
改
造
）

20
14

/0
9/

03
～

20
14

/1
2/

24
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
）

20
14

/1
2/

24
～

20
15

/1
0/

07
細
田
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
（
→
山
東
派
）
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
改
造
）

20
15

/1
0/

07
～

20
16

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
2
次
改
造
）

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派
（
2
0
1
7
年
7
月
麻
生
派
に
合
流
）

古
屋
　
圭
司

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
36

6日
無
派
閥

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
3
次
改
造
）

20
17

/0
8/

03
～

20
17

/1
1/

01
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
）

20
17

/1
1/

01
～

20
18

/1
0/

02
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
改
造
）

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

甘
利
　
明

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
34

5日
麻
生
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
第
2
次
改
造
）

20
19

/0
9/

11
～

20
20

/0
9/

16
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

下
村
　
博
文

20
19

/0
9/

11
～

20
20

/0
9/

15
37

1日
細
田
派

菅
義
偉

20
20

/0
9/

16
～

20
21

/1
0/

04
菅
義
偉

無
派
閥

二
階
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
、
石
原
派

山
口
　
泰
明

20
20

/0
9/

15
～

20
21

/1
0/

01
38

2日
竹
下
派

岸
田
文
雄
（
第
1
次
）

20
21

/1
0/

04
～

20
21

/1
1/

10
岸
田
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
）

 2
02

1/
11

/1
0～

20
22

/0
8/

10
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
（
→
茂
木
派
）

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
改
造
）

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

森
山
　
裕

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
40

1日
森
山
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

20
23

/0
9/

14
～

岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

小
渕
　
優
子

20
23

/0
9/

14
～

―
茂
木
派

無
派
閥
（
谷
垣
グ
ル
ー
プ
）

額
賀
派

塩
谷
　
立

20
17

/0
8/

03
～

20
18

/1
0/

02
42

6日
細
田
派

茂
木
　
敏
充

20
14

/0
9/

03
～

20
16

/0
8/

03
70

1日

遠
藤
　
利
明

20
21

/1
0/

01
～

20
22

/0
8/

10
31

4日

伊
吹
派
→
二
階
派

古
賀
　
誠

20
07

/0
9/

24
～

20
09

/0
7/

22
66

8日
古
賀
派

河
村
　
建
夫

20
10

/0
4/

06
～

20
14

/0
9/

03
16

12
日

安
倍
晋
三

町
村
派
→
細
田
派

岸
田
文
雄

岸
田
派

古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派
、
二
階
派
（
2
0
0
9
年
1
1
月
伊
吹
派
に
合
流
）

20
09

/0
9/

16
～

20
10

/0
6/

08
鳩
山
由
紀
夫

福
田
康
夫

町
村
派

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
麻
生
太
郎

麻
生
派

麻
生
太
郎

麻
生
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
高
村
派

谷
垣
禎
一

古
賀
派

表
８
　
歴
代
自
民
党
選
挙
対
策
委
員
長

出
典

：
表

２
と

同
じ

。
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表
９
　
歴
代
自
民
党
副
総
裁

表
9
歴
代
自
民
党
副
総
裁

 

 

首
相

と
内

閣
在

職
期

間
自

民
党

総
裁

総
裁

派
閥

自
民

党
主

流
派

副
総

裁
在

職
期

間
在

職
日

数
副

総
裁

の
派

閥

石
橋

湛
山

19
56

/1
2/

23
～

19
57

/0
2/

25
石
橋
湛
山

石
橋
派

石
橋
派
、
池
田
派
、
大
野
派
、
石
井
派
、
三
木
・
松
村
派

岸
信

介
（
第

1
次

）
19

57
/0

2/
25

～
19

57
/0

7/
10

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

岸
信

介
（
第

1
次

・
改

造
）

19
57

/0
7/

10
～

19
58

/0
6/

12
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

岸
信

介
（
第

2
次

）
19

58
/0

6/
12

～
19

59
/0

6/
18

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

岸
信

介
（
第

2
次

・
改

造
）

19
59

/0
6/

18
～

19
60

/0
7/

19
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

池
田

勇
人

（
第

1
次

）
19

60
/0

7/
19

～
19

60
/1

2/
08

池
田
派
、
佐
藤
派
、
岸
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

）
19

60
/1

2/
08

～
19

61
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
改

造
）

19
61

/0
7/

18
～

19
62

/0
7/

18
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

62
/0

7/
18

～
19

63
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

3
次

改
造

）
19

63
/0

7/
18

～
19

63
/1

2/
09

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

3
次

・
改

造
）

19
64

/0
7/

18
～

19
64

/1
1/

09
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

）
19

64
/1

1/
09
～

19
65

/0
6/

03
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
改

造
）

19
65

/0
6/

03
～

19
66

/0
8/

01
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

2
次

改
造

）
19

66
/0

8/
01

～
19

66
/1

2/
03

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

3
次

改
造

）
19

66
/1

2/
03

～
19

67
/0

2/
17

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

）
19

67
/0

2/
17
～

19
67

/1
1/

25
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
改

造
）

19
67

/1
1/

25
～

19
68

/1
1/

30
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

川
島

　
正

次
郎

19
67

/1
2/

04
～

19
68

/1
1/

27
36

0日
川
島
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

68
/1

1/
30

～
19

70
/0

1/
14

佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

川
島

　
正

次
郎

19
69

/0
1/

23
～

19
70

/1
1/

09
65

6日
川
島
派

佐
藤

栄
作

（
第

3
次

・
改

造
）

19
71

/0
7/

05
～

19
72

/0
7/

07
佐
藤
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

田
中

角
栄

（
第

1
次

）
19

72
/0

7/
07
～

19
72

/1
2/

22
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
藤
山
派
、
中
曽
根
派
、
三
木
派
、
松
村
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

）
19

72
/1

2/
22
～

19
73

/1
1/

25
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

・
改

造
）

19
73

/1
1/

25
～

19
74

/1
1/

11
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

74
/1

1/
11
～

19
74

/1
2/

09
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
4
年
7
月
福
田
派
・
三
木
派
離
脱
）

三
木

武
夫

19
74

/1
2/

09
～

19
76

/0
9/

15
三
木
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
6
年
8
月
以
降
は
三
木
派
・
中
曽
根
派
の
み
）

三
木

武
夫

（
改

造
）

19
76

/0
9/

15
～

19
76

/1
2/

24
三
木
派
、
中
曽
根
派

福
田

赳
夫

19
76

/1
2/

24
～

19
77

/1
1/

28
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

福
田

赳
夫

（
改

造
）

19
77

/1
1/

28
～

19
78

/1
2/

07
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

船
田

　
中

19
77

/1
1/

29
 ～

19
78

/1
2/

01
36

8日
船
田
派

大
平

正
芳

（
第

2
次

）
19

79
/1

1/
09
～

19
80

/0
6/

12
大
平
派
、
田
中
派

（
臨

時
代

理
）
伊

東
正

義
19

80
/0

6/
12
～

19
80

/0
7/

17
（
代
行
）
西
村
英
一

田
中
派

大
平
派
、
田
中
派

鈴
木

善
幸

19
80

/0
7/

17
～

19
81

/1
1/

30
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

鈴
木

善
幸

（
改

造
）

19
81

/1
1/

30
～

19
82

/1
1/

27
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

1
次

）
19

82
/1

1/
27
～

19
83

/1
2/

27
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

2
次

）
19

83
/1

2/
27
～

19
84

/1
1/

01
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

2
次

・
改

造
）

19
84

/1
1/

01
～

19
85

/1
2/

28
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

85
/1

2/
28
～

19
86

/0
7/

22
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽

根
康

弘
（
第

3
次

）
19

86
/0

7/
22
～

19
87

/1
1/

06
中
曽
根
派
、
田
中
派
（
→
竹
下
派
）
、
鈴
木
派
（
→
宮
沢
派
）
、
福
田
派
（
→
安
倍
派
）
、
河
本
派

竹
下

登
19

87
/1

1/
06
～

19
88

/1
2/

27
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

竹
下

登
（
改

造
）

19
88

/1
2/

27
～

19
89

/0
6/

03
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

宇
野

宗
佑

19
89

/0
6/

03
～

19
89

/0
8/

10
宇
野
宗
佑

中
曽
根
派

中
曽
根
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
河
本
派

海
部

俊
樹

（
第

1
次

）
19

89
/0

8/
10
～

19
90

/0
2/

28
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
（
→
渡
辺
派
）

海
部

俊
樹

（
第

2
次

）
19

90
/0

2/
28
～

19
90

/1
2/

29
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
渡
辺
派

金
丸
　
信

19
92

/0
1/

08
～

19
92

/0
8/

28
23

4日
竹
下
派

宮
沢

喜
一

（
改

造
）

19
92

/1
2/

12
～

19
93

/0
8/

09
宮
沢
派
、
小
渕
派
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘

中
曽
根
派

大
平

正
芳

（
第

1
次

）

宮
沢
派

海
部
俊
樹

河
本
派

宮
沢
派
、
竹
下
派
（
→
小
渕
派
）
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

海
部

俊
樹

（
第

2
次

・
改

造
）

19
90

/1
2/

29
～

19
91

/1
1/

05
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
（
→
三
塚
派
）
、
渡
辺
派

宮
沢
喜
一

竹
下
登

19
91

/1
1/

05
～

19
92

/1
2/

12
宮

沢
喜

一

竹
下
派

大
平
派
、
田
中
派

19
78

/1
2/

07
～

19
79

/1
1/

09

鈴
木
善
幸

鈴
木
派

福
田
赳
夫

福
田
派

田
中
角
栄

田
中
派

大
平
正
芳

大
平
派

大
野

　
伴

睦
19

61
/0

7/
18
～

19
64

/0
5/

29
10

47
日

椎
名
派

三
木
武
夫

三
木
派

87
0日

椎
名

　
悦

三
郎

19
72

/0
８

/2
2～

19
76

/1
2/

23
15

85
日

佐
藤
栄
作

佐
藤
派

池
田
勇
人

池
田
派

佐
藤
派
、
前
尾
派
(→

大
平
派
）
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

鳩
山

一
郎

（
第

3
次

）
19

55
/1

1/
22
～

19
56

/1
2/

23
鳩
山
一
郎

鳩
山
派

鳩
山
派
、
緒
方
派
、
大
野
派
、
岸
派
,、
三
木
（
武
吉
）
派
（
→
河
野
派
）

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

19
63

/1
2/

09
～

19
64

/0
7/

18
池

田
勇

人
（
第

3
次

）

19
70

/0
1/

14
～

19
71

/0
7/

05
佐

藤
栄

作
（
第

3
次

）

大
野
派

岸
信
介

岸
派

大
野

　
伴

睦
19

57
/0

7/
16
～

19
60

/0
7/

14
10

95
日

大
野
派

川
島

　
正

次
郎

19
64

/0
7/

15
～

19
66

/1
2/

01

二
階
堂
　
進

19
84

/0
4/

11
～

19
86

/0
7/

22
83

3日
田
中
派

川
島
派

西
村
　
英
一

19
79

/0
1/

22
～

19
80

/1
1/

27
67

6日
田
中
派
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出
典
：
表

2
と
同
じ
。

首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

総
裁
派
閥

自
民
党
主
流
派

副
総
裁

在
職
期
間

在
職
日
数

副
総
裁
の
派
閥

細
川
護
煕

19
93

/0
8/

09
～

19
94

/0
4/

28
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

羽
田
孜

19
94

/0
4/

28
～

19
94

/0
6/

30
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

村
山
富
市

19
94

/0
6/

30
～

19
95

/0
8/

08
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
1
次
）

19
96

/0
1/

11
～

19
96

/1
1/

07
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
）

19
96

/1
1/

07
～

19
97

/0
9/

11
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

19
97

/0
9/

11
～

19
98

/0
7/

30
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
旧
河
本
派
、
三
塚
派

小
渕
恵
三

19
98

/0
7/

30
～

19
99

/0
1/

14
小
渕
派
、
宮
沢
派
（
→
加
藤
派
）
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
改
造
）

19
99

/0
1/

14
～

19
99

/1
0/

05
小
渕
派
、
加
藤
派
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
第
2
次
改
造
）

19
99

/1
0/

05
～

20
00

/0
4/

05
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
森
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
1
次
）

20
00

/0
4/

05
～

20
00

/0
7/

04
森
派
、
旧
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

森
喜
朗
（
第
2
次
）

20
00

/0
7/

04
～

20
00

/1
2/

05
森
派
、
旧
小
渕
派
（
→
橋
本
派
）
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派
（
2
0
0
0
年
1
1
月
の
加
藤
の
乱
で
主
流
派
入
り
）

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
）

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
1/

06
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
<
省
庁
再
編
後
>
）

20
01

/0
1/

06
～

20
01

/0
4/

26
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
（
→
堀
内
派
）
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
）

20
01

/0
4/

26
～

20
02

/0
9/

30
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
改
造
）

20
02

/0
9/

30
～

20
03

/0
9/

22
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
第
2
次
改
造
）

20
03

/0
9/

22
～

20
03

/1
1/

19
森
派
、
山
崎
派
、
旧
加
藤
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

山
崎
　
拓

20
03

/0
9/

21
～

20
03

/1
1/

10
51
日

山
崎
派

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
）

20
03

/1
1/

19
～

20
04

/0
9/

27
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
（
旧
加
藤
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

20
04

/0
9/

27
～

20
05

/0
9/

21
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
）

20
05

/0
9/

21
～

20
05

/1
0/

31
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
（
旧
小
里
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
・
改
造
）

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

26
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
、
参
院
津
島
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

安
倍
晋
三
（
第
1
次
）

20
06

/0
9/

26
～

20
07

/0
8/

27
森
派
、
丹
羽
・
古
賀
派
（
→
古
賀
派
）
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

安
倍
晋
三
（
第
1
次
・
改
造
）

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

26
森
派
、
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

福
田
康
夫

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
8/

02
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

福
田
康
夫
（
改
造
）

20
08

/0
8/

02
～

20
08

/0
9/

24
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

麻
生
太
郎

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
麻
生
太
郎

麻
生
派

麻
生
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
高
村
派

鳩
山
由
紀
夫

20
09

/0
9/

16
～

20
10

/0
6/

08
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派
、
二
階
派
（
2
0
0
9
年
1
1
月
伊
吹
派
に
合
流
）

菅
直
人

20
10

/0
6/

08
～

20
10

/0
9/

17
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
改
造
）

20
10

/0
9/

17
～

20
11

/0
1/

14
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
第
2
次
改
造
）

20
11

/0
1/

14
～

20
11

/0
9/

02
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/0
1/

13
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
改
造
）

20
12

/0
1/

13
～

20
12

/0
6/

04
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
2
次
改
造
）

20
12

/0
6/

04
～

20
12

/1
0/

01
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
3
次
改
造
）

20
12

/1
0/

01
～

20
12

/1
2/

26
町
村
派
、
麻
生
派
、
高
村
派
（
→
大
島
派
）
、
額
賀
派
、
伊
吹
派

安
倍
晋
三
（
第
2
次
）

20
12

/1
2/

26
～

20
14

/0
9/

03
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
伊
吹
派
（
→
二
階
派
）

安
倍
晋
三
（
第
2
次
・
改
造
）

20
14

/0
9/

03
～

20
14

/1
2/

24
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
）

20
14

/1
2/

24
～

20
15

/1
0/

07
細
田
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
（
→
山
東
派
）
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
改
造
）

20
15

/1
0/

07
～

20
16

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
2
次
改
造
）

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派
（
2
0
1
7
年
7
月
麻
生
派
に
合
流
）

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
3
次
改
造
）

20
17

/0
8/

03
～

20
17

/1
1/

01
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
）

20
17

/1
1/

01
～

20
18

/1
0/

02
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
改
造
）

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
第
2
次
改
造
）

20
19

/0
9/

11
～

20
20

/0
9/

16
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

菅
義
偉

20
20

/0
9/

16
～

20
21

/1
0/

04
菅
義
偉

無
派
閥

二
階
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
、
石
原
派

岸
田
文
雄
（
第
1
次
）

20
21

/1
0/

04
～

20
21

/1
1/

10
岸
田
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
）

 2
02

1/
11

/1
0～

20
22

/0
8/

10
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
（
→
茂
木
派
）

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
改
造
）

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

20
23

/0
9/

14
～

岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

岸
田
文
雄

岸
田
派

麻
生
　
太
郎

20
21

/1
0/

08
～

―
麻
生
派

19
94

/0
7/

05
～

19
95

/0
9/

25
44

8日
小
渕
派

大
島
　
理
森

20
10

/0
9/

09
～

20
12

/0
9/

28
75

1日
高
村
派

小
渕
　
恵
三

高
村
　
正
彦

20
12

/0
9/

28
～

20
18

/1
0/

02
21

96
日

大
島
派

→
山
東
派

→
麻
生
派

小
渕
恵
三

小
渕
派

安
倍
晋
三

町
村
派
→
細
田
派

谷
垣
禎
一

古
賀
派

河
野
洋
平

宮
沢
派

村
山
富
市
（
改
造
）

19
95

/0
8/

08
～

19
96

/0
1/

11
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

福
田
康
夫

町
村
派

安
倍
晋
三

森
派

小
泉
純
一
郎

森
派

森
喜
朗

森
派

橋
本
龍
太
郎

小
渕
派

出
典

：
表

２
と

同
じ

。



表
10
　
歴
代
自
民
党
参
議
院
議
員
会
長

表
10

歴
代
自
民
党
参
議
院
議
員
会
長

 

 

  

首
相

と
内

閣
在

職
期

間
自

民
党

総
裁

総
裁

派
閥

自
民

党
主

流
派

参
議

院
議

員
会

長
在

職
期

間
在

職
日

数
参

議
院

議
員

会
長

の
派

閥

松
野

　
鶴

平
19

55
/1

1/
21
～

19
56

/0
2/

10
8
2
日

松
野
派

石
橋

湛
山

19
56

/1
2/

23
～

19
57

/0
2/

25
石
橋
湛
山

石
橋
派

石
橋
派
、
池
田
派
、
大
野
派
、
石
井
派
、
三
木
・
松
村
派

岸
信

介
（
第

1
次

）
19

57
/0

2/
25

～
19

57
/0

7/
10

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

岸
信

介
（
第

2
次

）
19

58
/0

6/
12

～
19

59
/0

6/
18

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

池
田

勇
人

（
第

1
次

）
19

60
/0

7/
19

～
19

60
/1

2/
08

池
田
派
、
佐
藤
派
、
岸
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

）
19

60
/1

2/
08

～
19

61
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
改

造
）

19
61

/0
7/

18
～

19
62

/0
7/

18
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

3
次

改
造

）
19

63
/0

7/
18

～
19

63
/1

2/
09

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

3
次

）
19

63
/1

2/
09

～
19

64
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

3
次

・
改

造
）

19
64

/0
7/

18
～

19
64

/1
1/

09
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

）
19

64
/1

1/
09
～

19
65

/0
6/

03
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

2
次

改
造

）
19

66
/0

8/
01

～
19

66
/1

2/
03

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

3
次

改
造

）
19

66
/1

2/
03

～
19

67
/0

2/
17

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

）
19

67
/0

2/
17
～

19
67

/1
1/

25
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

68
/1

1/
30

～
19

70
/0

1/
14

佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

3
次

）
19

70
/0

1/
14
～

19
71

/0
7/

05
佐
藤
派
、
前
尾
派
(→

大
平
派
）
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

3
次

・
改

造
）

19
71

/0
7/

05
～

19
72

/0
7/

07
佐
藤
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

田
中

角
栄

（
第

1
次

）
19

72
/0

7/
07
～

19
72

/1
2/

22
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
藤
山
派
、
中
曽
根
派
、
三
木
派
、
松
村
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

）
19

72
/1

2/
22
～

19
73

/1
1/

25
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

郡
　
祐

一
19

73
/1

2/
01

～
19

74
/0

7/
22

23
4日

田
中
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

74
/1

1/
11
～

19
74

/1
2/

09
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
4
年
7
月
福
田
派
・
三
木
派
離
脱
）

三
木

武
夫

19
74

/1
2/

09
～

19
76

/0
9/

15
三
木
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
6
年
8
月
以
降
は
三
木
派
・
中
曽
根
派
の
み
）

三
木

武
夫

（
改

造
）

19
76

/0
9/

15
～

19
76

/1
2/

24
三
木
派
、
中
曽
根
派

福
田

赳
夫

（
改

造
）

19
77

/1
1/

28
～

19
78

/1
2/

07
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

大
平

正
芳

（
第

1
次

）
19

78
/1

2/
07
～

19
79

/1
1/

09
大
平
派
、
田
中
派

大
平

正
芳

（
第

2
次

）
19

79
/1

1/
09
～

19
80

/0
6/

12
大
平
派
、
田
中
派

（
臨

時
代

理
）
伊

東
正

義
19

80
/0

6/
12

～
19

80
/0

7/
17

（
代
行
）
西
村
英
一

田
中
派

大
平
派
、
田
中
派

岸
派

81
4日

19
57

/0
8/

05
～

19
59

/1
0/

27
吉

野
　
信

次

石
井
派

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

19
57

/0
7/

10
～

19
58

/0
6/

12
岸

信
介

（
第

1
次

・
改

造
）

鳩
山
派
、
緒
方
派
、
大
野
派
、
岸
派
,、
三
木
（
武
吉
）
派
（
→
河
野
派
）

鳩
山
派

鳩
山
一
郎

19
55

/1
1/

22
～

19
56

/1
2/

23
鳩

山
一

郎
（
第

3
次

）

無
派
閥

36
8日

19
56

/0
8/

03
～

19
57

/0
8/

05
野

村
　
吉

三
郎

岸
信

介
（
第

2
次

・
改

造
）

岸
派

19
59

/1
0/

27
～

19
62

/0
7/

30
10

08
日

岸
派
→
佐
藤
派

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

石
井
派

池
田
勇
人

池
田
派

60
8日

重
宗

　
雄

三

19
66

/1
2/

05
～

19
68

/0
8/

03

安
井

　
謙

19
74

/0
7/

22
～

19
77

/0
7/

30
11

05
日

石
井
派

19
47

日
藤
山
派
→
福
田
派

福
田
派

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

平
井

　
太

郎

林
屋

　
亀

次
郎

19
62

/0
7/

30
～

19
65

/0
7/

26
10

93
日

青
木

　
一

男
19

65
/0

7/
26

～
19

66
/1

2/
05

49
8日

19
68

/0
8/

03
～

19
73

/1
2/

01

林
屋

　
亀

次
郎

10
77

日
田
中
派

19
59

/0
6/

18
～

19
60

/0
7/

19

岸
信
介

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
改

造
）

19
65

/0
6/

03
～

19
66

/0
8/

01
佐

藤
栄

作
（
第

1
次

・
改

造
）

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

62
/0

7/
18

～
19

63
/0

7/
18

佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

19
67

/1
1/

25
～

19
68

/1
1/

30

田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

19
73

/1
1/

25
～

19
74

/1
1/

11
田

中
角

栄
（
第

2
次

・
改

造
）

三
木
武
夫

三
木
派

福
田
赳
夫

福
田
派

佐
藤
栄
作

佐
藤
派

田
中
角
栄

田
中
派

19
76

/1
2/

24
～

19
77

/1
1/

28
福

田
赳

夫
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

大
平
正
芳

大
平
派

徳
永

　
正

利
19

77
/0

7/
30

～
19

80
/0

7/
10
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出
典
：
表

2
と
同
じ
。

 

  

首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

総
裁
派
閥

自
民
党
主
流
派

参
議
院
議
員
会
長

在
職
期
間

在
職
日
数

参
議
院
議
員
会
長
の
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
）

20
01

/0
4/

26
～

20
02

/0
9/

30
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
改
造
）

20
02

/0
9/

30
～

20
03

/0
9/

22
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
・
第
2
次
改
造
）

20
03

/0
9/

22
～

20
03

/1
1/

19
森
派
、
山
崎
派
、
旧
加
藤
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

20
04

/0
9/

27
～

20
05

/0
9/

21
森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
）

20
05

/0
9/

21
～

20
05

/1
0/

31
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
（
旧
小
里
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

小
泉
純
一
郎
（
第
3
次
・
改
造
）

20
05

/1
0/

31
～

20
06

/0
9/

26
森
派
、
山
崎
派
、
谷
垣
派
、
参
院
津
島
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

安
倍
晋
三
（
第
1
次
）

20
06

/0
9/

26
～

20
07

/0
8/

27
森
派
、
丹
羽
・
古
賀
派
（
→
古
賀
派
）
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

安
倍
晋
三
（
第
1
次
・
改
造
）

20
07

/0
8/

27
～

20
07

/0
9/

26
森
派
、
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
二
階
グ
ル
ー
プ
、
無
派
閥

福
田
康
夫

20
07

/0
9/

26
～

20
08

/0
8/

02
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

福
田
康
夫
（
改
造
）

20
08

/0
8/

02
～

20
08

/0
9/

24
町
村
派
、
津
島
派
、
古
賀
派
、
山
崎
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
谷
垣
派
、
高
村
派

麻
生
太
郎

20
08

/0
9/

24
～

20
09

/0
9/

16
麻
生
太
郎

麻
生
派

麻
生
派
、
伊
吹
派
、
二
階
派
、
高
村
派

鳩
山
由
紀
夫

20
09

/0
9/

16
～

20
10

/0
6/

08
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派
、
二
階
派
（
2
0
0
9
年
1
1
月
伊
吹
派
に
合
流
）

菅
直
人
（
改
造
）

20
10

/0
9/

17
～

20
11

/0
1/

14
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

菅
直
人
（
第
2
次
改
造
）

20
11

/0
1/

14
～

20
11

/0
9/

02
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦

20
11

/0
9/

02
～

20
12

/0
1/

13
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
改
造
）

20
12

/0
1/

13
～

20
12

/0
6/

04
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
2
次
改
造
）

20
12

/0
6/

04
～

20
12

/1
0/

01
古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

野
田
佳
彦
（
第
3
次
改
造
）

20
12

/1
0/

01
～

20
12

/1
2/

26
町
村
派
、
麻
生
派
、
高
村
派
（
→
大
島
派
）
、
額
賀
派
、
伊
吹
派

安
倍
晋
三
（
第
2
次
・
改
造
）

20
14

/0
9/

03
～

20
14

/1
2/

24
町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
）

20
14

/1
2/

24
～

20
15

/1
0/

07
細
田
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
（
→
山
東
派
）
、
額
賀
派
、
二
階
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
改
造
）

20
15

/1
0/

07
～

20
16

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
2
次
改
造
）

20
16

/0
8/

03
～

20
17

/0
8/

03
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
山
東
派
（
2
0
1
7
年
7
月
麻
生
派
に
合
流
）

安
倍
晋
三
（
第
3
次
・
第
3
次
改
造
）

20
17

/0
8/

03
～

20
17

/1
1/

01
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
）

20
17

/1
1/

01
～

20
18

/1
0/

02
細
田
派
、
額
賀
派
、
岸
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
、
石
原
派

安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
第
2
次
改
造
）

20
19

/0
9/

11
～

20
20

/0
9/

16
細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

菅
義
偉

20
20

/0
9/

16
～

20
21

/1
0/

04
菅
義
偉

無
派
閥

二
階
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
、
石
原
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
）

 2
02

1/
11

/1
0～

20
22

/0
8/

10
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派
（
→
茂
木
派
）

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
改
造
）

20
22

/0
8/

10
～

20
23

/0
9/

14
岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

岸
田
文
雄
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

20
23

/0
9/

14
～

岸
田
派
、
安
倍
派
、
麻
生
派
、
茂
木
派

岸
田
文
雄

岸
田
派

関
口
　
昌
一

20
19

/0
7/

29
～

―
竹
下
派
→
茂
木
派

20
13

/0
7/

30
～

20
16

/0
7/

29
10

96
日

岸
田
派

20
01

/0
1/

06
～

20
01

/0
4/

26
森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
<
省
庁
再
編
後
>
）

小
泉
純
一
郎
（
第
2
次
）

20
03

/1
1/

19
～

20
04

/0
9/

27

橋
本
派

竹
山
　
裕

20
01

/0
1/

23
～

20
04

/0
7/

26

森
派

20
10

/0
6/

08
～

20
10

/0
9/

17
菅
直
人

中
曽
根
　
弘
文

橋
本
　
聖
子

20
16

/0
7/

29
～

20
19

/0
7/

29
10

96
日

細
田
派

森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
（
→
堀
内
派
）
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

福
田
康
夫

町
村
派

小
泉
純
一
郎

尾
辻
　
秀
久

20
07

/0
8/

20
～

20
10

/0
8/

11
10

88
日

12
81
日

青
木
　
幹
雄

20
04

/0
7/

26
～

20
07

/0
8/

20
11

21
日

橋
本
派
→
旧
橋
本
派

→
津
島
派

安
倍
晋
三

森
派

津
島
派
→
額
賀
派

古
賀
派
、
伊
吹
派
、
高
村
派
、
額
賀
派
、
山
崎
派

森
派
、
山
崎
派
、
小
里
派
（
旧
加
藤
派
）
、
参
院
橋
本
派
、
堀
内
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

伊
吹
派
→
二
階
派

20
10

/0
8/

11
～

20
13

/0
7/

30
10

85
日

町
村
派
、
麻
生
派
、
大
島
派
、
額
賀
派
、
伊
吹
派
（
→
二
階
派
）

20
12

/1
2/

26
～

20
14

/0
9/

03
安
倍
晋
三
（
第
2
次
）

溝
手
　
顕
正

岸
田
文
雄
（
第
1
次
）

20
21

/1
0/

04
～

20
21

/1
1/

10
岸
田
派
、
細
田
派
、
麻
生
派
、
竹
下
派

安
倍
晋
三

町
村
派
→
細
田
派

谷
垣
禎
一

古
賀
派

細
田
派
、
麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
、
衆
院
竹
下
派

20
18

/1
0/

02
～

20
19

/0
9/

11
安
倍
晋
三
（
第
4
次
・
改
造
）

森
喜
朗

森
派

出
典

：
表

２
と

同
じ

。
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表
11
　
歴
代
自
民
党
参
議
院
幹
事
長

表
11

歴
代
自
民
党
参
議
院
幹
事
長

 

 

首
相

と
内

閣
在

職
期

間
自

民
党

総
裁

総
裁

派
閥

自
民

党
主

流
派

参
議

院
幹

事
長

在
職

期
間

在
職

日
数

参
議

院
幹

事
長

の
派

閥

平
井

　
太

郎
19

55
/1

1/
21

～
19

56
/1

0/
29

34
4日

松
野
派

石
橋

湛
山

19
56

/1
2/

23
～

19
57

/0
2/

25
石
橋
湛
山

石
橋
派

石
橋
派
、
池
田
派
、
大
野
派
、
石
井
派
、
三
木
・
松
村
派

岸
信

介
（
第

1
次

）
19

57
/0

2/
25

～
19

57
/0

7/
10

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

岸
信

介
（
第

2
次

・
改

造
）

19
59

/0
6/

18
～

19
60

/0
7/

19
岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

池
田

勇
人

（
第

1
次

）
19

60
/0

7/
19

～
19

60
/1

2/
08

池
田
派
、
佐
藤
派
、
岸
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
改

造
）

19
61

/0
7/

18
～

19
62

/0
7/

18
池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

3
次

改
造

）
19

63
/0

7/
18

～
19

63
/1

2/
09

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田

勇
人

（
第

3
次

）
19

63
/1

2/
09

～
19

64
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

塩
見

　
俊

二
19

64
/0

7/
31

～
19

64
/1

0/
30

92
日

池
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

）
19

64
/1

1/
09
～

19
65

/0
6/

03
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

2
次

改
造

）
19

66
/0

8/
01

～
19

66
/1

2/
03

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
第

3
次

改
造

）
19

66
/1

2/
03

～
19

67
/0

2/
17

佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

）
19

67
/0

2/
17
～

19
67

/1
1/

25
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

斎
藤

　
昇

19
68

/0
8/

06
～

19
68

/1
2/

10
12

7日
佐
藤
派

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

68
/1

1/
30

～
19

70
/0

1/
14

佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

佐
藤

栄
作

（
第

3
次

）
19

70
/0

1/
14
～

19
71

/0
7/

05
佐
藤
派
、
前
尾
派
(→

大
平
派
）
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

吉
武

　
恵

市
19

71
/0

7/
23

～
19

72
/0

7/
11

35
5日

佐
藤
派

斎
藤

　
昇

19
72

/0
7/

11
～

19
72

/0
9/

08
60

日
田
中
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

）
19

72
/1

2/
22
～

19
73

/1
1/

25
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

増
原

　
恵

吉
19

73
/1

2/
01

～
19

74
/0

7/
23

23
5日

福
田
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

74
/1

1/
11
～

19
74

/1
2/

09
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
4
年
7
月
福
田
派
・
三
木
派
離
脱
）

三
木

武
夫

19
74

/1
2/

09
～

19
76

/0
9/

15
三
木
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
（
1
9
7
6
年
8
月
以
降
は
三
木
派
・
中
曽
根
派
の
み
）

三
木

武
夫

（
改

造
）

19
76

/0
9/

15
～

19
76

/1
2/

24
三
木
派
、
中
曽
根
派

劔
木

　
亨

弘
19

77
/0

1/
31

～
19

77
/0

7/
30

18
1日

中
曽
根
派

福
田

赳
夫

（
改

造
）

19
77

/1
1/

28
～

19
78

/1
2/

07
福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

大
平

正
芳

（
第

1
次

）
19

78
/1

2/
07
～

19
79

/1
1/

09
大
平
派
、
田
中
派

大
平

正
芳

（
第

2
次

）
19

79
/1

1/
09
～

19
80

/0
6/

12
大
平
派
、
田
中
派

（
臨

時
代

理
）
伊

東
正

義
19

80
/0

6/
12
～

19
80

/0
7/

17
（
代
行
）
西
村
英
一

田
中
派

大
平
派
、
田
中
派

大
平
正
芳

大
平
派

岸
信
介

岸
派

鳩
山
派
、
緒
方
派
、
大
野
派
、
岸
派
,、
三
木
（
武
吉
）
派
（
河
野
派
）

鳩
山
派

鳩
山
一
郎

19
55

/1
1/

22
～

19
56

/1
2/

23

田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
中
曽
根
派
、
福
田
派
、
三
木
派

田
中

角
栄

（
第

1
次

）

佐
藤

栄
作

（
第

1
次

・
改

造
）

19
65

/0
6/

03
～

19
66

/0
8/

01
佐
藤
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
森
派
、
三
木
派

田
中

角
栄

（
第

2
次

・
改

造
）

福
田

赳
夫

19
76

/1
2/

24
～

19
77

/1
1/

28

19
72

/0
7/

07
～

19
72

/1
2/

22

三
木
派

塩
見

　
俊

二

鳩
山

一
郎

（
第

3
次

）

郡
　
祐

一

19
64

/0
7/

18
～

19
64

/1
1/

09
池

田
勇

人
（
第

3
次

・
改

造
）

斎
藤

　
昇

高
橋

　
進

太
郎

池
田

勇
人

（
第

2
次

・
第

2
次

改
造

）
19

62
/0

7/
18

～
19

63
/0

7/
18

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

池
田
派

池
田
勇
人

福
田
派

田
中
角
栄

佐
藤

栄
作

（
第

2
次

・
改

造
）

19
67

/1
1/

25
～

19
68

/1
1/

30
佐
藤
派
、
船
田
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
南
条
派
、
園
田
派

迫
水

　
久

常

吉
武

　
恵

市

佐
藤
栄
作

19
71

/0
7/

05
～

19
72

/0
7/

07
佐

藤
栄

作
（
第

3
次

・
改

造
）

田
中

　
茂

穂

徳
永

　
正

利

19
73

/1
1/

25
～

19
74

/1
1/

11

三
木
武
夫

福
田
赳
夫

佐
藤
派

佐
藤
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
村
上
派
、
石
井
派
、
福
田
派
、
川
島
派
、
中
曽
根
派
、
園
田
派

佐
藤
派

田
中
派

19
74

/0
7/

23
～

19
77

/0
1/

31

丸
茂

　
重

貞
19

77
/0

7/
30

～
19

79
/1

0/
29

福
田
派
、
田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派

田
中
派
、
大
平
派
、
船
田
派
、
水
田
派
、
石
井
派
、
椎
名
派
、
藤
山
派
、
中
曽
根
派
、
三
木
派
、
松
村
派

19
72

/1
0/

27
～

19
73

/1
2/

01

28
1日

石
橋
派

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

19
57

/0
7/

10
～

19
58

/0
6/

12
岸

信
介

（
第

1
次

・
改

造
）

伊
能

　
繁

次
郎

19
57

/0
8/

05
～

19
59

/0
1/

23
53

7日
佐
藤
派

岸
派
、
佐
藤
派
、
河
野
派
、
大
野
派

19
58

/0
6/

12
～

19
59

/0
6/

18
岸

信
介

（
第

2
次

）

安
井

　
謙

19
59

/0
1/

27
～

19
60

/1
2/

26
70

0日
石
井
派

池
田

勇
人

（
第

2
次

）
19

60
/1

2/
08

～
19

61
/0

7/
18

58
6日

石
井
派

池
田
派
、
大
野
派
、
川
島
派
、
河
野
派
、
三
木
・
松
村
派

19
60

/1
2/

26
～

19
62

/0
8/

03

19
56

/1
0/

29
～

19
57

/0
8/

05

佐
藤
派

佐
藤
派

田
中
派

19
62

/0
8/

03
～

19
64

/0
7/

18
71

6日

19
64

/1
0/

30
～

19
66

/1
2/

05
76

7日

82
2日

福
田
派

大
平
派

19
66

/1
2/

05
～

19
68

/0
8/

06
61

1日
佐
藤
派

40
1日

19
68

/1
2/

10
～

19
71

/0
7/

23
95

6日

92
4日

鍋
島

　
直

紹
19

79
/1

0/
29

～
19

80
/0

7/
10

25
6日

三
木
派



88

 
     

首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

総
裁
派
閥

自
民
党
主
流
派

参
議
院
幹
事
長

在
職
期
間

在
職
日
数

参
議
院
幹
事
長
の
派
閥

鈴
木
善
幸

19
80

/0
7/

17
～

19
81

/1
1/

30
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

鈴
木
善
幸
（
改
造
）

19
81

/1
1/

30
～

19
82

/1
1/

27
鈴
木
派
、
田
中
派
、
福
田
派
、
中
曽
根
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第
2
次
）

19
83

/1
2/

27
～

19
84

/1
1/

01
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第
2
次
・
第
2
次
改
造
）

19
85

/1
2/

28
～

19
86

/0
7/

22
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第
3
次
）

19
86

/0
7/

22
～

19
87

/1
1/

06
中
曽
根
派
、
田
中
派
（
→
竹
下
派
）
、
鈴
木
派
（
→
宮
沢
派
）
、
福
田
派
（
→
安
倍
派
）
、
河
本
派

竹
下
登
（
改
造
）

19
88

/1
2/

27
～

19
89

/0
6/

03
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

宇
野
宗
佑

19
89

/0
6/

03
～

19
89

/0
8/

10
宇
野
宗
佑

中
曽
根
派

中
曽
根
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
河
本
派

海
部
俊
樹
（
第
1
次
）

19
89

/0
8/

10
～

19
90

/0
2/

28
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
（
→
渡
辺
派
）

海
部
俊
樹
（
第
2
次
）

19
90

/0
2/

28
～

19
90

/1
2/

29
河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
渡
辺
派

宮
沢
喜
一
（
改
造
）

19
92

/1
2/

12
～

19
93

/0
8/

09
宮
沢
派
、
小
渕
派
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

細
川
護
煕

19
93

/0
8/

09
～

19
94

/0
4/

28
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

羽
田
孜

19
94

/0
4/

28
～

19
94

/0
6/

30
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

村
山
富
市
（
改
造
）

19
95

/0
8/

08
～

19
96

/0
1/

11
宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
1
次
）

19
96

/0
1/

11
～

19
96

/1
1/

07
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
）

19
96

/1
1/

07
～

19
97

/0
9/

11
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
河
本
派

橋
本
龍
太
郎
（
第
2
次
・
改
造
）

19
97

/0
9/

11
～

19
98

/0
7/

30
小
渕
派
、
旧
渡
辺
派
、
宮
沢
派
、
旧
河
本
派
、
三
塚
派

小
渕
恵
三

19
98

/0
7/

30
～

19
99

/0
1/

14
小
渕
派
、
宮
沢
派
（
→
加
藤
派
）
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
改
造
）

19
99

/0
1/

14
～

19
99

/1
0/

05
小
渕
派
、
加
藤
派
、
旧
渡
辺
派
の
山
崎
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

小
渕
恵
三
（
第
2
次
改
造
）

19
99

/1
0/

05
～

20
00

/0
4/

05
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
森
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

森
喜
朗
（
第
1
次
）

20
00

/0
4/

05
～

20
00

/0
7/

04
森
派
、
旧
小
渕
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ

森
喜
朗
（
第
2
次
・
改
造
）

20
00

/1
2/

05
～

20
01

/0
1/

06
森
派
、
橋
本
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
反
加
藤
グ
ル
ー
プ
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派

19
90

/1
2/

29
～

19
91

/1
1/

05

藤
田
　
正
明

斎
藤
　
十
朗

森
派
、
旧
小
渕
派
（
→
橋
本
派
）
、
江
藤
・
亀
井
派
、
河
野
グ
ル
ー
プ
、
旧
河
本
派
（
2
0
0
0
年
1
1
月
の
加
藤
の
乱
で
主
流
派
入
り
）

宮
沢
派

11
01
日

河
本
派
、
竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
（
→
三
塚
派
）
、
渡
辺
派

海
部
俊
樹

河
本
派

19
80

/0
7/

10
～

19
83

/0
7/

15
鈴
木
善
幸

鈴
木
派

梶
木
　
又
三

19
86

/0
7/

18
～

19
89

/0
8/

01

青
木
　
幹
雄

森
喜
朗
（
第
2
次
）

20
00

/0
7/

04
～

20
00

/1
2/

05
森
喜
朗

森
派

岡
野
　
裕

小
渕
恵
三

小
渕
派

青
木
　
幹
雄

19
99

/0
9/

27
～

20
00

/0
7/

27

19
98

/0
7/

27
～

19
99

/0
9/

27

竹
下
登

19
87

/1
1/

06
～

19
88

/1
2/

27

村
山
富
市

19
94

/0
6/

30
～

19
95

/0
8/

08

橋
本
龍
太
郎

小
渕
派

中
曽
根
康
弘
（
第
1
次
）

19
82

/1
1/

27
～

19
83

/1
2/

27
中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
中
川
派
、
河
本
派

中
曽
根
康
弘
（
第
2
次
・
改
造
）

中
曽
根
派
、
田
中
派
、
鈴
木
派
、
福
田
派
、
石
原
派
、
河
本
派

19
84

/1
1/

01
～

19
85

/1
2/

28
中
曽
根
派

中
曽
根
康
弘

海
部
俊
樹
（
第
2
次
・
改
造
）

宮
沢
喜
一

19
91

/1
1/

05
～

19
92

/1
2/

12
宮
沢
喜
一

竹
下
登

竹
下
派

竹
下
派
、
宮
沢
派
、
安
倍
派
、
中
曽
根
派
、
河
本
派

河
野
洋
平

宮
沢
派

14
61
日

橋
本
派

19
92

/0
8/

03
～

19
95

/0
3/

16

30
5日

小
渕
派
→
旧
小
渕
派

→
橋
本
派

95
6日

三
塚
派

山
本
　
富
雄

宮
沢
派
、
竹
下
派
（
→
小
渕
派
）
、
三
塚
派
、
渡
辺
派
、
河
本
派

宮
沢
派
、
三
塚
派
、
小
渕
派
、
河
本
派

村
上
　
正
邦

19
95

/0
3/

24
～

19
98

/0
7/

27

20
00

/0
7/

27
～

20
04

/0
7/

26

10
99
日

竹
下
派

12
22
日

大
平
派
→
鈴
木
派

中
山
　
太
郎

19
83

/0
7/

15
～

19
85

/0
6/

25

土
屋
　
義
彦

19
85

/0
6/

25
～

19
86

/0
7/

18

田
中
派
→
竹
下
派

渡
辺
派
→
旧
渡
辺
派

42
8日

小
渕
派

71
2日

福
田
派

38
9日

福
田
派

11
11
日

19
89

/0
8/

01
～

19
92

/0
8/

03
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出
典
：
表

2
と
同
じ
。

 

首
相
と
内
閣

在
職
期
間

自
民
党
総
裁

総
裁
派
閥

自
民
党
主
流
派

参
議
院
幹
事
長

在
職
期
間

在
職
日
数

参
議
院
幹
事
長
の
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
1
次
）

20
01

/0
4/

26
～

20
02

/0
9/

30
森
派
、
江
藤
・
亀
井
派
、
山
崎
派
、
加
藤
派
、
無
派
閥

小
泉
純
一
郎
（
第
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５．結　論

　本稿は自民党政権の分析が「長期政権」および「自民党一強」という点で社
会的にも学問的にも重要な課題であることを指摘した。とりわけ、自民党政権
が「派閥の連合体」であることを踏まえると、「誰があるいはどの派閥が権力
を握るのか」、「どのようにポストを配分するのか」という点を解明すること
が必要である。にもかかわらず、これらの基礎データは十分に整備されてこな
かった。
　そこで本稿は、基礎データの未整備という課題に対して、自民党政権におけ
る政権中枢の構成（首相・官房長官・党幹部・主流派の派閥）と役職人事（首
相・自民党総裁・官房長官・幹事長・総務会長・政務調査会長・選挙対策委員
長・副総裁・参議院議員会長・参議院幹事長）のデータを整備することによっ
て解決を図った。その結果、本稿は自民党政権の基礎データを提供することが
できたと考える。

〈付記〉
　本稿で用いたデータは筆者（和足憲明）の researchmap において公開予定である。
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